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ど こか へ 行 か れ る こ とは 知 っ て い ま した が ， そ れ が ど こ

な の か は分 か りま せ ん で した。 イ エ ス は この よ う に話 し

て お られ ま した 。 「わ た し は あ な た が た を捨 て て 孤 児 と

は し な い。 … … しか し， 助 け 主 ， す な わ ち， 父 が わ た し

の名 に よ っ て つ か わ され る聖 霊 は， あ な た が た に す べ て

の こ とを教 え， また わ た しが 話 し て お い た こ とを ， こ と

ご と く思 い起 させ る で あ ろ う。」(ヨ ハ ネ14：18，26)

わ た し が お 話 し した い の は ， こ の 「助 け主 」 に つ い て
こんにち

です。今 日ほどわたしたちの生活の中に天からの導きを

必要 とする時代 はないと思われるか らです。 また，ぜひ
あかし たまもの

証 したいことがあります。わたしたちは聖霊の力 と賜物

によって，人生に幸福 と平安 をもたらすために行 うべきこ

とと，行ってはならないことを識別できるということです。

み たま

聖霊の慰めの御霊は，働 くときも，遊'ぶときも，休むと

きも，旧 呂4時聞わた したち とともにあります。そして

日々，わた したちを強めてくれます。

い ます 。 ヨ ブ は こ う言 い ま した6「 しか し人 の う ち に は

霊 が あ り， 全 能者 の 息 が 人 に悟 りを与 え る。」(ヨ ブ32：

8)こ れ が 神 か ら与 え られ る御 霊 で す 。 この 神 の 力 は，

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 大 管 長 が述 べ て い る よ うに ， 人 を

啓 発 す る力 で す 。 「こ の御 霊 に よ っ て す べ て の 人 は啓 発

さ れ る。 善 人 も悪 人 も， 知 者 も愚 者 も， 身 分 の高 い 者 も

低 い 者 も， そ れ ぞ れ 光 を受 け る能 力 に 応 じ て 啓 発 さ れ

る。」(『福 音 の 教 義 』p.60。 教 義 と聖 約88：13も 参 照)

み たま

神の御霊 聖霊の賜物

十二使徒定員会のリグラン ド・リチャーズ長老 は次の

ように述べてい ます。「聖霊は，神 とその御子 イエス ・

キリス トが この世の人々に導 きを下さるときの仲立 ちと
く

な る働 き を 持 っ て い ら っ し ゃ る 。」(『 奇 し き み わ ざ 』

p.103)す べ て の 人 は 神 の 御 霊 に よ っ て ， す な わ ち 良 心

と も呼 ばれ る キ リス トの 光 に よっ て 教 えや 導 き を 受 け て

しか し聖 霊 の賜 物 は， 神 の御 霊 と違 っ て ， す べ て の 人

に は与 え られ ませ ん。 聖 霊 の賜 物 を授 か って い な い 場 合 ，

受 け られ る聖 霊 の 導 きに 限 りが あ り ます 。 預 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス は ， 「聖 霊 と聖 霊 の 賜 物 に は違 い が あ る」と述

べ て い ま す(71侃o雇 ηgs(ゾ 漉6、Pzoφ ぬ認 ノ∂sゆぬS癬 魏

『預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の 教 え』p .199)。 教 会 員 で は

聖徒の道/1996年4月 号



な い多 くの 人 も， 聖 霊 か ら啓 示 を 受 け て， 福 音 が真 理 で

あ る こ と を確 信 して き ま した 。 コ ル ネ リオ は ま だバ プ テ

ス マ を受 け る前 に ， 五 旬 節 の 日に集 っ た多 くの 人 と同 じ

よ う に， 聖 霊 を受 け ま した(使 徒211-12;10：30-

44参 照)。 真 理 を求 め る人 が 『モ ル モ ン書 』 や 福 音 の 原
あかし

則 に対する証を得 るのは，この力 によるのです。
たまもの

聖霊の賜物は，悔 い改めてふさわしくなった人に与 え
あんしゅ

られるもので，バ プテスマの後，権能を持つ人の按手に

よって授 けられます。ペテロは五旬節の日に，すでに聖

霊の力を心に感 じている人々に次のように言い ました。

「悔 い改 めなさい。そして， あなたがたひ とりび とりが

罪のゆるしを得 るために，イエス ・キ リス トの名によっ

て，バプテスマを受けなさい。そうすれば，あなたがた

は聖霊 の賜物 を受けるであろう。」(使 徒2：38)聖 霊の

賜物を持つ人は， さらに大 きな光 と証を受 けることがで

きます。聖霊は真理 について証 し，父なる神 と御子イエ

ス ・キリス トが実在することを人の心に深 く刻みつけま

す。そこで もはや，世のいかなる力や権威 もその知識 を

取 り去ることができな くな ります(2ニ ーファイ31：18

参照)。

確かな羅針盤

『モルモン書』
， 『聖書』， そのほかの聖文 は，現代の預

言者の導きとともに，正 しい行動基準を示 しています。

さらに聖霊の賜物 は，確かな導きや良心の声，羅針盤，

すなわち正 しい選択 をするための指針 となって くれます。

この羅針盤 は一人一人が受 ける個人的なもので，間違う

ことも，動かな くなることもありません。 しか し，わた

したちは自信を失い，不幸 な生活に陥 らないために，そ

の導きによく注意 して聞 き従わなければな りません。

わた したちが確かな羅針盤を必要とするのは，わたし

たちの霊性や名誉，高潔 さ，価値，品位を守 る助けにな

る標準，価値観，聖約，責務 などの多 くが徐々にむしば

まれ，忘れ去 られつつあるか らです。様々な価値観の中

で もとりわけ強調 したいのは，純潔の標準，両親への尊

敬，結婚生活における貞節，安息 日を守るなどの神の律

法の遵守です。 これ らは完全に失われていないまでも，

かなり弱められています。社会は誤 った道 を進んでいる

のです。

徐々に容認 されていく害悪

トー マ ス ・R・ ロー ワ ン は， テ レ ビ番 組 の標 準 が 低 下

し て い る こ とに つ い て ， 次 の よ うに述 べ て い ます 。 「作

家 で 評 論 家 の マ ル コム ・マ ガ リ ッジ氏 が 次 の よ う な話 を ・

し ま した 。 生 きた か え る が 何 の 抵 抗 もせ ず にゆ で られ て

し ま っ た 話 で す。 なぜ 無 抵 抗 だ っ た の で し ょ うか 。 な べ

に入 れ られ た と き は， ぬ る ま湯 だ っ た か らで す 。 と こ ろ

が ， 水 温 は ほ ん の 少 し ず つ 上 が っ て い き ま した 。 少 しず

っ ， 少 しず つ ， 温 か くな っ て い き ま した 。 変 化 が あ ま り

に緩 や か だ っ た の で ， か え る は ほ とん ど気 づ か ず に， 上

が っ て い く温 度 に順 応 して い き ま した 。 そ こで つ い に手

遅 れ に な った の で す 。 マ ガ リ ッジ氏 の 言 わ ん とす る こ と

はか え るで は な く， わ た した ち に つ い て で す 。 わ た した

ち に は， 突 然 シ ョ ッ ク を与 え る よ うな もの で な い か ぎ り，

悪 を受 け入 れ て し ま う傾 向 が あ り ます 。 そ して ， す で に

容 認 して い る悪 よ り もほ ん の 少 しで あ れ ば ， 道 徳 的 に低

い もの で も受 け入 れ て し まい が ち な の で す 。」 仏 厩 ゴoπαJ

Pγ6ssC1π 猷Fo耀 窺 『ナ シ ョ ナ ル ・プ レ ス ク ラ ブ ・

フ ォ ー ラム 』)

この よ う な緩 や か な過 程 に つ い て ， 古 代 の 預 言 者 が預

言 し て い ます 。 ニ ー フ ァイ は， 人 々 の 心 が 悪魔 に惑 わ さ

れ る様 子 を次 の よ う に記 し て い ます 。 「悪 魔 は人 の 子 ら

の 心 の 中 で 荒 れ狂 い， 人 の 子 らを そ そ の か して 善 い こ と

に対 して 怒 らせ る。 ま た ， 悪 魔 は ほか の人 々 を な だ め ，

彼 ら を欺 い て現 世 で の安 全 を確 信 させ る の で ， 彼 らは ，

『シ オ ンの 中 で は
， す べ て が 良 い 。 ま こ と に， シオ ン は

栄 え て お り， す べ て が 良 い 』 と言 う。 悪 魔 は こ の よ う に

し て 人 々 を だ ま し ， 巧 み に 地 獄 に 誘 い 落 と す の で あ
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る。」(2ニ ー フ ァ イ28：20-21)

悪 魔 が人 々 を 注 意 深 く地 獄 へ連 れ て行 くそ の や り方 は，

感 心 して し ま う く らい巧 み で す 。

ア レ キサ ン ダ ー ・ポ ー プ は， 悪 を受 け入 れ る こ とに つ

い て ， 同 じ よ うな 考 え を表 して い ます 。

「悪 魔 は も のす ごい 形 相 の 怪 物 だ か ら
，

憎 む に は そ の 顔 を見 れ ば よい わ け だ が ，
わ

あまり見なれて親 しみが湧き，
あわ

最初のが まんが憐れみに，

やがて抱擁するようになる。」

(上田勤訳 『世界名詩集大成』平凡社，p.162)

聖霊はわたしたちを強めて くださる

たまもの

わたしたちは誘惑に遭 うとき，聖霊の賜物の力 によっ

て，律法を思い起 こし，誘惑 を退けられるように促され

ます。B・H・ ロバーツは次のように述べています。

「誘惑に遭 うとき聖霊の導 きを受 ける人は，……この

福音の律法 に……従 って行動で きるで しょう。」(7劾

Go砂61'、 肋Eゆ0∫ 薦0%(ゾ πsF魏'P7勿 吻16Sα 痛

銘伽 舌R6勧 ∫oη曲ψ'oD6勿 『福音 その第一の原則

の解説および人 と神 との関係』pp.191-192)

若人の皆 さん，すべての人が受 けられるこの特別な聖

霊の賜物 に注意を払 って ください。この助 け主は神会の

一員で，霊の御方です。 『教義 と聖約』には，聖霊がな

ぜ霊の御方なのか説明されてい ます。「御父は人間の体

と同 じように触れることので きる骨肉の体 を持ってお ら

れる。御子 も同様である。しかし，聖霊 は骨肉の体 を持

たず，霊 の御方であられる。 もしそうでなければ，聖霊

はわ た したちの内に とどま り得 ない。」(教 義 と聖約

130：22)

聖霊の賜物 は，ふさわ しい状態にあってそれを望む人

に 「聖霊の力，または聖霊の真理の光」を受 ける権利 を

授 けるものです(『 福音の教義』p.59)。
み たま

聖 霊 の慰 め の御 霊 は， 働 く とき も， 遊 ぶ と き も， 休 む

と き も，1日24時 間 わ た した ち と と も に あ り ます 。 日々 わ

た した ち と と もに あ っ て 励 ま し， 喜 び の と き も悲 しみ の

と き も， 常 にわ た した ち を 支 え， 助 け て くれ る の で す 。

助け主がもたらす平安

わたしは， この不安定な世にあって，聖霊の御霊 こそ

ほかの何 よりも，わた したちに心の平安 を与えて くれる

ものだと信じています。それは， いかなる薬品やこの世

の物質 よりもわたしたちの心 を開き，幸福感を増 し，肉

体的にも精神的にも安 らぎを与 えて くれます。 この慰め

主 は，向上 しようとす る人 に啓示 を与 えた り，危険が

迫っていることを警告したり，失敗 しないように助けた

りして くださいます。また，御霊はわたしたちの生 まれ

つき持っている感覚 を磨いそ くださるので，わた したち

はもっとはっきり見，もっとはっきり聞き取 り，忘れて

ならないことをよ く記憶することができるようにな りま

す。つ まり，聖霊の導きに従 うならば，わたしたちは至

上の幸福 を得ることがで きるのです。

聖霊は，恐れや不安を克服 できるように助 けて くださ
ゆる

います。例 えば，赦す ことを教えて くださいます。傷 つ

けられたことや不公平な扱いを受 けた ことを思い出して

悩むよりも， もっと大 きなものを求めて前進 しなければ

ならない ときがあります。過去の傷にいつまでもとらわ

れていると， 自然に御霊が失われ，平安 を得 ることがで

きないのです。

確かな証 し人

また，聖霊 は信仰の危機 を乗 り越 えられるように助 け

て くださいます。聖霊の御霊 は確かな証 し人 となって，
あかし

天 につける事柄について証 します。人は，御霊を通 して

確信を持つようになると，疑問が消え去 ります。

使徒パウロはこのように述べています。「神の国は飲

食 ではな く，義 と，平和 と，聖霊 における喜 び とであ
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あ なた が た を捨 て て 孤 児 と は し な い 。 あ な た が た の と こ

ろ に帰 っ て 来 る。 … … しか し， 助 け主 ， す な わ ち， 父 が

わ た しの名 に よ っ て つ か わ され る聖 霊 は … … 。」(ヨ ハ ネ

14：18，26)
たまもの

簡単 に言えば，聖霊の賜物は強い霊的な力であり，そ

れを受 ける資格のある人 は神の力をさらに深 く知 り，享

受できるようにな ります。

ジ ョセブか らブ リガム ・ヤ ングへの勧 告

1847年2月 に，ブリガム ・ヤングはすばらしい経験を

しました。預言者ジョセブが夢か示現の中に現れたので

す。彼は預言者 ジョセブと再びまみえることを願い， さ

らに，教会の兄弟たちに伝 えるべ き事柄 はないか尋ねま

した。すると，預言者 ジョセブはこう語 りました。
けんそん

「人々 にこう言って ください。謙遜で忠実であるよう
み たま

に， ま た必 ず 主 の御 霊 に従 う よ う に 。 そ うす れ ば正 しい

道 へ と導 か れ る こ とで し ょ う。 注 意 を怠 らず ， 静 か な さ

さや き に耳 を傾 け て くだ さい 。 そ うす れ ば何 をす べ きか ，

ど こへ 行 くべ き か を学 び， 主 の王 国 の 実 を収 穫 で き るで

し ょ う。兄 弟 た ち に こ う言 っ て くだ さ い。 い つ も心 を開

い て理 に服 し， 聖 霊 の 訪 れ を受 け た な ら， い つ で も その

教 え に従 う よ うに と。」

さ らに 預 言 者 は， ブ リガ ム ・ヤ ン グ に次 の よ う に指 示

し ま した 。 「主 の 御 霊 を そ の ほ か の 霊 と区 別 す る こ とが

で き ます 。 主 の御 霊 は ， 心 に平 安 と喜 び を もた ら し， 悪

意 や憎 し み， 争 い や 邪 悪 を す べ て 心 か ら取 り去 っ て くれ

ます 。 そ して ，人 は心 の 底 か ら善 を な し， 正 義 を行 い，

神 の 王 国 を築 きた い と願 う よ う に な る の で す 。」(エ ル デ

ン ・J・ ワ トソ ン編 ， ル毎η%soγz膨1五 蕊o勿y(ゾ.8γ 忽加 〃z

ro観g『 ブ リガ ム ・ヤ ン グ稿 本 人 物 史 』p.529)

はん りょ

聖霊 を常に伴侶 とす る

わ た した ち は シ モ ン ・ペ テ ロ， ヤ コ ブ， ヨハ ネ， マ リ

ヤ，マルタ，そのほかの人々のように，救い主の前で生

活することはできませんが，聖霊の賜物 をわたしたちの

助け主，確かな羅針盤 にすることがで きます。

わたしたちは聖霊の導きの下で霊的に成熟するにつれ，

自分が価値ある存在で，人か ら認 められてい ることを
あかし

いっそうよく理解できるようになります。 このことを証

いたします。 さらにわた しは，聖霊の御霊 との交わ りを，

ほかのいかなる交わ りよりも大切にするようすべての人

にお勧めいたします。なぜな ら，御霊 は，神の もとへ帰

るのに必要な光 と真理，純粋 な英知へ と人 を導いて くれ

るか らです。

主の次 の約束がわた したち一人一人 に成就す るよう

癩 ってい ます。「聖霊 は常に 〔わた したちの〕伴侶 とな
しやく

り， 〔わ た した ち の 〕 笏 は義 と真 理 の 不 変 の 笏 と な るで

あ ろ う。 そ し て ， 〔わ た し た ち の 〕 主権 は 永 遠 の 主 権 と

な り， そ れ は強 い られ る こ とな く， と こ し え に い つ まで

も， 〔わ た した ち に〕 流 れ 込 む こ とで あ ろ う。」(教 義 と

聖 約121：46)□

ホーム テ ィーチ ャーへの提 案

1.わ た したちが確かな羅i針盤 を必要 とするのは，社

会の品位 を守 る助けになる標準や価値観の多 くが忘れ去

られつつあるか らである。

2.こ の確かな羅i針盤 とは，聖霊の力 と賜物である。

3.聖 霊の賜物を通 してわたしたちは，幸福 と平安 を

得 るために何 をし，何 をすべ きでないかを知 ることがで

きる。また，誘惑を退 けるよう促 しを受けた り，危険が

迫っていることを警告された り，わたしたちの生 まれつ

き持 っている感覚を磨かれた り，恐れや不安 を克服 して

信仰 の危機 を乗 り越 えられるよう助 けられた りする。

4.わ たしたちは聖霊の導きの下で霊的に成熟するに

つれ，自分が価値ある存在で，人から認められているこ

とをいっそうよ く理解できるようになる。

聖徒の道/【996年4月 号















しは天から義を下 そう。 また，地から真理 を出 して，わ

たしの独 り子 と，死者の中か らの独 り子の復活 と，また
あかし

す べ て の人 の 復 活 につ い て 証 し よ う。」(モ ー セ7：62)

復 活 の教 義 に つ い て は 『モ ル モ ン書 』 の 中 の お もだ っ

た 預 言 者 の す べ て が 教 え て い ます 。 「復 活 」 と い う言 葉

は 『モ ル モ ン書 』 に83回 登 場 し， 「墓 か ら よ み が え る」

や 「死 人 の 中 か ら よ み が え る」 な どの 言 葉 は少 な く と も

26回 登 場 し ま す。'

リーハ イとヤ コブの教 え

預 言 者 リー ハ イ は こ う語 っ て い ます 。 「した が っ て，

これ らの こ とを地 に住 む 者 に知 らせ て， 聖 な る メ シ ヤ の
あわ み まえ

功徳 と憐れみと恵みによらなければ，だれ も神の御前に

住 める者がいない ことに気づかせるのは，何 と大切なこ

とであろうか。聖なるメシヤはヅ肉において御 自分の命
み たま

を一度捨て，そして，死者の復活をもたらすために御霊

の力によって再びそれを得て，最初によみがえる者 とな

られる。」(2ニ ーファイ2：8)

わたしたちはこれ らの聖句から，イエスが最初 に復活

を遂げられた御方であることが分か ります。聖文にはイ

エスの復活以前 に生 き返 った人々の例が出てきますが，

それらは単に死すべ き肉体が蘇生されたにすぎません。

不滅の肉体を得て死人の中からよみがえったのは，イエ

スが最初です。このことは 『新約聖書』か ら確認するこ

とができます(マ タイ27：52-53;使 徒26：23：1コ リ

ン ト15：22-23;コ ロサイ1：18;黙 示1：5参 照)。'

ニーファイ第二書第9章 で福音の教義の偉大 な教師で

あるヤコブは，復活の必要性 を次のように詳 しく述べて

います。

「死がすべての人 に及ぶようになったので，大 いなる

創造主の憐れみに満ちた計画を成就するためには，復活

の力が必ずなければならない。その復活は，堕落のゆえ

に必ず人に及 ぼなければならない。堕落は背きのゆえに

生 じたのである。そして，人 は堕落 したために主の御前

から絶たれてしまった。
しょくざい聖 したが

って，順 罪は無限の瞭罪でなければならない。

もしそれが無限の腰罪でなければ， この朽ちるものが朽

ちない もの を着 ることはできない。 したがって，人 に

下った最初の裁きが限 りなく続かなければならない。 も

しそうならば， この肉体 は横たえられ，朽 ち果てて母な

る大地に返 り， もう二度 と起 き上がることがないに違い

ない。

おお，神の知恵，神の憐れみ と恵みよ。見 よ，もしも

肉体が もう二度 と起 き上がることがない とすれば，わた

したちの霊 は，永遠の神の御前か ら落ちて悪魔 となった

あの天使に従 うようにな り， もはや起 き上が ることはな

い。

そして，わた したちの霊は，あの天使のようになって

いたに違いない。わたしたちは悪魔の使 いである悪霊 と

なって，神の御前から締め出され，偽 りの父とともに，

彼 自身のように惨めな状態に とどまっていたに違いない。

まことに，その者はわた したちの始祖 をだ ました者であ

り，光の天使 であるかの ように装い，人の子 らをそその

かして人殺 しをする秘密結社 を作 らせた り，あらゆる隠
やみ

れた闇の業を行わせた りする者である。」(6-9節)

アダムの堕落は全人類に，肉体の死だけでな く霊の死

をももたらしました。霊の死 とは神から絶たれることで

す。 こうして人は，自分だけの力では神のもとに帰れな

くなりました。イエスの蹟罪 と復活 は，全人類 をこの両
あがな

方の死から贋い，わた したちを裁 きのために神の もとに

戻 して くれるものなのです。

ヤコブは続けています。「また，わた しが語ってきた

この死，すなわち霊の死 もやがてその死 を解き放す。 そ

の霊の死 とは地獄の ことである。 したがって，死 と地獄

とはその死を解 き放さなければならない。すなわち，地
とら

獄はそこに囚われている霊を解 き放し，墓 はそこに囚わ

れている肉体を解き放 して，人々の肉体 と霊は互いに回

復される。それはイスラエルの聖者の復活の力によるの

である。

おお，わたしたちの神の計画の何 と偉大な ことよ。今

語ったことのほかに，神のパラダイスは義人の霊 を解き

放 し，墓 は義人の体を解 き放 さなければならない。そし

て，その霊 と体 は再び本来のものに回復 され，すべての

人 は不朽 とな り，不死 となる。彼 らは生 けるものであ

〔る。〕」(12-13節)
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アビナダイの証

預言者アビナダイは，死者の復活をもた らすメシヤが

この世 を創造 されたエホバにほかならない ことを指摘 し

ています。「世界が始まって以来，預言 を述べてきたす
くだ

べ て の 預 言 者 た ち も… … 神 御 自身 が 人 の 子 らの 中 に 降 っ

て来 て ， 人 の形 を取 り… … 死 者 の復 活 を もた ら され る こ

と と， 神 御 自 身 が 虐 げ られ ， 苦 し め られ る こ と も， … …

述 べ て こ な か った で あ ろ うか 。」(モ ー サ ヤ13：33-35)

ア ビ ナ ダ イ は さ ら に こ う教 え て い ます 。 「さ て ， 将 来

起 こ る こ と をす で に起 こっ た こ との よ う に話 す と， も し
あがな

も キ リス トが この世 に来 られ な か っ た な らば ， 腰 い は決

して あ り得 な か っ た 。

また ， 墓 が勝 利 を得 な い よ う に， そ し て死 が とげ を持

た な い よ うに ， も しキ リス トが 死 者 の 中 か ら よ みが え ら

れ な か っ た な ら ば， す な わ ち死 の縄 目 を断 た れ な か った

な ら ば， 復 活 は あ り得 な か った 。

しか し な が ら， 復 活 は実 際 に あ るの で ， 墓 は勝 利 を得

ず ， 死 の とげ は キ リス トに の み込 まれ て し ま う。 … …

この 死 す べ き体 は不 死 を ま とい ， こ の朽 ち る もの は朽

ち ない もの を ま とって， …… 。」(モ ー サ ヤ16：6-8，10)

復活 について語 るア ミュ レク

アミュレクは復活についてのわたしたちの理解 に，新

しく重要なポイントを幾つか付け加 えて くれています。

神 の御子について，ア ミュレクはこう述べています。
み な

「神 の御子は……御 自分 の御名 を信 じる人々の背 きを負

われる。これ らの人々 は永遠の命 を得 る人々であ り， こ

れ以外の人々に救いは与 えられない。

したがって，悪人はあたかも順いがなかったかのよう
あ りさま

な有様であり，ただ死の縄目からの解放だけがある。見

救い主は復活体が骨肉の体であること;を，復活の後に二

人の弟子たちと 「一緒に食卓につかれ」ることによって

示された。また，イエスの体は復活前よりも大きな力を

秘めたものであった(ル カ24：13-32参 照)。

み まえ』

よ，すべての人が死者の中か らよみがえって神 の御前に

立ち，自分の行いに応じて裁かれ る日が来 るからである。

さて，肉体 の死 と呼ばれる死がある。そして，キリス

トの死は将来 こめ肉体の死の縄目を解 き，すべての人が

この肉体の死からよみが える。

霊 と体 は再び結合して完全な形 にな り，……神の御前

に連れ出されて立ち，自分のすべての罪をはっきりと思

い出す。

さて， この復活 は，老いた人にも若い人 にも，束縛 さ

れた人に も自由な人にも，男にも女にも，悪人にも義人

にも，すべての人 に与えられる。そして，……行いに応

じて裁かれるために，一つの永遠の神 である御子なるキ
み たま

リス トと御父なる神 と聖なる御霊 との法廷 に連れ出され，

罪の有無 を問われる。

……わた しはあなたに言う。 この死 すべき体は不死不

滅の体 によみがえる。死から，すなわち第一の死から命

に移 り，すべての人が もう死ぬことはあり得ない。彼ら

の霊 は体 と結合 して，決 して分離 しない。 このように相

合 したものは，霊的な，不死不滅の ものとなり，彼 らは

もはや朽 ちることがない。」(ア ルマ11：40-45， 下線付

加)

ア ミュレクが述べたことでわたしたちが特に注 目する

のは，霊 と肉体が もう分かれ ることはない という教 えで

す。復活 した人 はもう死ぬ ことはできません。そして，

生 まれ変わることもできません。すると時々，次のよう

な疑問がわいてきます。イエスはほかのもろもろの世界

の救い主でもあられたので しょうか。答 えは 「はい」で

す。イエスはほかの世界で も苦痛 に遭い，死に，復活さ

れたので しょうか。答 えは 「いいえ」でなければな りま

せん。この出来事がもしほかのどこかで起 こったのであ

れば， この世で起 こることは不可能です。復活 した人は，

この聖句が教 えるように，霊 と肉体が分かれることがな

いからです。 したがって，イエスがわたしたちの世界 と

は別の世界でもっと前 に復活 を遂げてお られたのであれ

ば， この世 に誕生されることはなかったはずですし，十

字架 におかか りになった後に再び復活 を遂げられること

もなかったはずです。滅びの子は復活するでしょうか。

復活 します。彼 らはもう一度肉体の死 を味わいますか。
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今読んだ聖句からすれば 「いいえ」です。彼 らは神の前

から絶たれ ます。つまり 「霊の死」を味わいますが，わ

たしたちの知 るかぎり，肉体の死を味わうことはありま

せん。

あかし

アルマの証

アルマは復活の教義を息子に次のように教 えました。

「見よ，すべての人が将来，死者の中か ら出て来る定 め

られた時がある。……

さて，人が死者 の中から出て来 るのは一度だけか，そ

れとも二度か，三度か，それは重要ではない。神 はこれ

らのことをすべて御存 じだか らである。」(ア ルマ40：4

-5)

アルマは 「復活」 とい う言葉 を次のように理解 してい

ると述べました。「霊は体 に回復 され……手足 と関節は

ことごとくその体に回復される。 まことに，髪の毛一筋

さえも失われることな く，すべてのものが本来の完全な

造 りに回復 される。」(23節)
しょくざい

アルマは堕落 と贋 罪 と復活の関係 を次の ように説明

しています。「全人類 は堕落 した状態 になり，正義の支

配下に入 った。 まことに，……全人類が とこしえに神の
み まえ

御前から絶たれることになったのである。
あわ

さて，憐れみの計画は，贋罪が行われなければ成 し遂

げることができなかった。したがって，神 は憐iれみの計

画を成し遂げるため，正義の要求を満たすため， また御

自分が完全で公正な神，憐れみ深い神であり続けるため
あがな

に，御自分で世の罪の瞭 いをされるのである。

憐れみは購罪によって与えられるのである。そして，

蹟罪は死者の復活をもた らし，死者の復活は人 を神の御

前に連れ戻す。 このようにして，人 は神の御前 に連れ戻

され，律法 と正義 により，自分の行 いに応 じて裁かれ

る。」(ア ルマ42：14-15，23)

主 はそこで群衆に御 自分の体 をお見せになり，御自分の

体が実体のある体であることを手で触れて確かめるよう

に言われました。ニーファイは こう告げています。「天
くだ

から一人の男の方が降って来 られ るのが見 えた。 この御

方は……降って来て群衆の中に立たれた。

そこでこの御方は，片手 を差 し伸べて人々に言われた。
『見 よ，わた しはイエス ・キリス トであ り，世に来 る

と預言者たちが証 した者である。』

彼 らは，キリス トが天 に昇 られた後， 自分たちに御 自

身を現 されることが預言されていたのを思い出した……。

そこで，主 は彼 らに言われた。

『立 ってわた しのもとに来て，あなたがたの手 をわた
くぎ

しのわきに差 し入れ，またわたしの両手 と両足の釘の跡

に触れて，わた しがイスラエルの神であ り，全地の神で

あること，そして世の罪のために殺 された ことを知 りな

さい。』

そこで群衆は進み出て，主のわ きに手を差 し入れ， ま

た主の両手 と両足の釘の跡 に触れた。彼 らは…… 自分の

目で見， 自分の手で触れ，この御方が，将来来 られると

預言者たちによって書 き記された主であられることを，

確かに知 って証 した。

彼 らは……一斉 に叫んだ。 ，
み な

『ホ サ ナ 。 い と高 き神 の 御 名 が ほ め た た え られ ます よ

う に 。』 そ して ， 彼 ら は イ エ ス の 足 も とに 伏 して ， イ エ

ス を拝 した 。」(3ニ ー フ ァ イ11：8-17)

イ エ ス ・キ リス トが イ ス ラ エ ル の 神 で あ り， 全 人 類 を

ア ダ ム の 堕 落 か ら瞭 い ， 墓 か ら よみ が え っ て全 人 類 の 肉

体 の 復 活 を もた ら し， す べ て の 人 を裁 きの た め に神 の も

と に戻 され た 御 方 で あ る との 荘 大 な宣 言 は ， 『モ ル モ ン

書 』 の 中 に 明 白 に 述 べ られ て い ます 。 この 宣 言 は， 『モ

ル モ ン書 』 が 語 る偉 大 な メ ッセ ー ジ な の で す 。

近代の啓示

証人たちの言葉

第三ニーファイ第11章 には復活 された救い主がバ ウン

ティフルの地を訪れ られた様子が描かれています。救 い

同じ教義 は， さらに洗練 され明確な形 となって，『教

義 と聖約』や 『高価 な真珠』， さらには預言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスや この神権時代のほかの預言者の教えの中に

見 られます。
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コリン ト人への第一 の手紙第15章 の復活 に関する心を

揺 さぶる説教の中で，パウロは次のような問題提起 をし

ています。「どんなふ うにして，死人がよみがえるのか。

どんなからだをして来るのか。」(35節)パ ウロが この問

いかけを用いたのは，栄光の3つ の階級についての説明

の中においてでした(37-44節)。 最初 の問い はブリガ

ム ・ヤング大管長(ノ 伽γη認 げD♂sooπ 欝θs『説教集』

6：275;15=137-139参 照)と エラスタス ・スノー長

老(同 上，25：34)が 具体的に答 えています。つまり，

復活 も王国におけるほかの多 くの事柄 と同じように，権

能 を持つ人々の手 により，また委任 を受 けた人々によっ

て行われるのです。人 は自分で自分にバプテスマを施す

ことはできませんし， 自分がバプテスマを受けて聖任さ

れ，権能 を授かるまで は，人にバプテスマを施すことは

できません。同様 に復活 も自分の力で はできません。権

能を持つ人の呼びかけを受けなければ不可能なのです。

人は復活 した後 にこの権能を授か ります。そしてほかの

人々を復活させ られるようになるのです。

ほかの末日の啓示には，復活体 は満ちみちる喜びを得

るうえで不可欠の ものであることが述 べ られています

(教義 と聖約93：33-34参 照)。 また教義 と聖約第45章17

節 と第138章50節 か ら，死後の霊界にい る霊たちは肉体

と霊が長い間分離 した状態にあることを一種の束縛 と考

えていることが分か ります。預言者ジ ョセブ ・ス ミスの

説明はこうです。「わた したちが この地上に来たのは，

肉体 を得て，それを日の栄えにおいて神の前 に清い状態

古代アメリ力大陸に住んだ人々は主の復活の第二の証人

となった。復活の直後，主は義にかなったニーファイ人

に教えと導きを授けられた。また1820年 に主は御父とと

もにニューヨーク州パルマイラの森で預言者ジョセブ ・
み すがた

スミスに御 姿 を現された。

で示すためである。偉大な幸福の原則 には， この肉体を

得る とい、うことが含 まれる。悪魔 は肉体 を持たない。そ

こに悪魔への罰がある。」(『預言者 ジョセフ ・スミスの

教 え』p.181)ジ ョセ ブは別の折 にこう語 っています。
「だれ も幕屋 〔肉体〕 を通 してでなければ救いは得 られ

ない。」(同 上，p.297)

さらにわたしたちは近代の啓示から，復活が人類にと

どまることな く，あらゆる生物 に及ぶとい うことを知っ

ています(教 義 と聖約29：23-25参 照)。

以上が近代 の預言者や使徒か ら学ぶことのできる復活

についての洞察の一部です。 これ らの洞察は，古代の聖

文 に記された教えや過去の神権時代 に啓示された教えと

相 まって，それ らを理解するわた したちに希望 と勇気 を

与 えて くれます。

アダムの時代から現代 まで，イエス ・キリス トと福音

について教 えられるときはいつ も，復活の教義 も教えら

れて きました。死者の復活 は栄光 と奇跡を伴 う現実の出

来事なのです。□
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神の面影を受ける
わた しの生活は空虚で，自分 自身を価値のな い人間だと考えていました。

そんなときに，ジュリーが手を差 し伸べ，

救い主を見いだせるように助けて くれたのです。

匿 名

たしは末 日聖徒の両親の もとに生 まれ，8歳 でバ

わ プテスマを受 けました。教会の集会やセ ミナリー

にはまじめに出席 し，生活の一部 として常に福音があっ

た ものの， ほんとうの意味では改宗 していませんで した。

セ ミナリーで学んでいたころは聖文を勉強する良い習

慣が身に付いて，それが数年間はとて も自分の役に立ち

ました。 しかし， どうしても真剣に祈 るというところま

では行けませんでした。青少年の時代のわたしにはた く

さんの過ちがあり，祈 りが とて もつらく難 しい ものに感

じられ ました。

わた しはそのような生活から逃げるような気持ちで大

学 に行 きましたが，21歳 の ときに，父が思いも寄 らない

事故で亡 くなってしまいました。わたしは悲しみの中で，

聖文を読むことをやめてしまい ました。
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それから何年か してわた しは神殿で結婚 し，夫が法学

部で苦学している問に3人 の子供 をもうけました。当時

のわたしは聖文の勉強や心か らの祈 りを満足にしていな
ざ せつ

かったため，試練や挫折 に遭 うとき，悪 の力に対 して

まった く無防備の状態でした。心の中は怒 りと挫折感で

すさみ切 っていきました。

やがて夫が卒業 し，わた しは彼の就職 に合わせてよそ

の州に引っ越 しました。 それ までの長い間にも，アメリ

カの様々な所に住んだ経験があ りましたが，今回の新 し

い環境については，まった く場違い という印象 しかあり

ませんでした。新 しいワー ドはかな り裕福な人の多い地

域 にありました。わた したちには学費に充てた借入金が

かな りあり，家財 といえるようなものはほとんどあ りま

せんで した。車は時代遅れ，衣服 も流行遅れの もので，

家具 は中古で互いに不釣 り合 いなものばか りで した。こ

の周囲 との際立った格差はわた しにとってつらいもので

した。

決 してほかの人々の持ち物 を見てうらやんだわけでは

ありませんが， こんな貧 しい生活をしていては，周囲の

人々からまともな人間 として見て もらえないのではない

か， という気持 ちが強かったのです。

何か月かが過 ぎましたが，そのワー ドではどうしても

友人 を作 ることができませ んで した。学生時代 にいた

ワー ドでは結構 ゆった りとした気分でい られたのですが，

このワー ドでは心に重圧 を感 じ，自分 を大切にしてくれ

た友人や家族から遠 く隔て られてしまった という思いで

した。

そこでの長い長い1年 半が過 ぎるころには，わたしの

感情は10代 の ころよりも， もっと不安定 になっていまし

た。自分 は人々に受け入れ られていない とい う気持ちが

高 じ，周囲 とうまくやってい こうとい う意志 さえな く

なってしまいました。

そんな状態のときに同じワー ドのジュリー という姉妹

がわた しに手を差 し伸べて くれるようにな りました。彼

女 はわたしが心ひそかに尊敬 していた姉妹で した。わた

しより10歳年上で信仰が強 くだれからも尊敬されている

人でした。わた しと親 し くな りたい という彼女の心の内

を聞いて，信 じられない気がしました。それで も，孤独

な生活をしていたわたしは，彼女の誘 いを受けて，彼女

や彼女の友達 と一緒 に毎朝近 くのコースをジ ョギ ングす

ることにな りました。

ジュリーは毎日朝の祈 りと聖文の勉強をしてか らやっ

て来 ました。彼女の心の中にはいつも福音や聖文に対す

ゐ熱い思い， また聖文 を読むことによって得 られる見識

があふれていました。彼女 と一緒のジョギングは，セ ミ

ジュリーとのジョギングは，セミナリーのクラスや霊的

な集会に出ているのと同 じようなもので した。彼女の心

の中にはいつも福音や聖文に対する熱い思い，また聖文

を読むことによって得られる見識があ'3、れていました。

ナ リーのクラスや霊的な集会 に出ているのと同じような

もので した。ジュリーはわたしに心からの関心を示 し，

悩みや不安 に思っていることを決 して裁 くことな く，耳

を傾 けて くれました。

ジュリーの熱意はこの上な くすばらしいものでした。

わたしは彼女の模範 に倣い，定例のプログラムに出席 し，

7年 ぶ りに熱心に聖文 を勉強するようになりました。
み たま

わた しは自分自身の生活の中で毎 日のように御霊を感

じるようにな り，ビーハイブア ドバイザーの召 しを果た

してい く中で， 自分 も御霊に従 っていけるのだというこ

とを理解しました。そしてもう一つ分かったのは，以前の

わたしはプログラムや集会に出席していて も，霊的には

眠った状態で長い年月を過ごしていたということでした。

ある日，わたしは少 し遅れて教会に行 きました。いっ

ものようにジュ リーが音楽の指揮 をしていました。彼女

の顔を見ると，すて きな笑顔で，何か光で満たされたよ

うに輝いていました。その目はまっす ぐわた しに向けら

れていました。わた しの心の中は安 らぎと喜びと込み上

げてくる熱い思いでいっぱいにな りました。それはわた

しにとって驚 きでした。御霊を強 く感 じているのだとい

うことは分か りましたが，そのときの思いが何を意味す

るのかまでは理解できませんでした。

その大 きな喜びと安 らぎの感情をずっと胸 に秘めなが
せいさん

ら，わたしは日曜学校 と聖餐会の間中，いろいろと思い
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せいさん

巡 らしていました。そ して，聖餐会の最後の ときになっ
あかし み たま

て，その証の意味が分かったのです。御霊に満たされた

ジュリーは，聖餐会に集った人々に，輝いた表情 を通 し

て，救い主の愛を伝 えようと積極的に努めていたのです

(アルマ5：14，19参 照)。

そのとき，わたしの心にささやきかける一つの声があ

りました。「あなた もあのようにな らなければな りませ

ん。」 それはわたしの人生 を変 える言葉で した。わたし

は驚 きました。自分 自身の生 き方についての考え方が突

然 に変わってしまったのです。わたしもジュリーのよう

に，笑顔を絶やさぬように，また彼女が示 して くれた と

同じ愛 と優 しさを人々に伝 えなければならない と思 った

のです。そして， もしわたしの表情 にキリス トの愛が表

れているなら，自分が何 を着， どんな車に乗 り， どんな

家に住んでいるかな ど気 にする人 はだれもいない， と初

めて気づきました。

それ以来わたしの人生 は大 きく変わ りました。翌月，

わたしはホームメーキングの集会に足 を運 びました。そ

れは以前はまった くなじめないでいた集会で した。わた

しはまるで初 めて出席 したような気持 ちで，その場 に

集った姉妹たちの顔 を見渡 しました。 そこにいた姉妹た

ちが皆，自分の友達か，あるいは友達 を必要 としている

人のように思えました。だれの顔にも，恩着せがましさ

や非難を感 じませんでした。また，彼女たちに何かを求

めようとは思いませんでした。むしろ，自分 は何を与 え

られるだろうかという思いで皆を見ていたのです。

その後，物事に積極的に取 り組む姿勢 と希望を持つ と

いう点から見れば，成長 して こられた と思います。生活

の中で御霊を感 じれば感 じるほど，主から望まれるすべ

てのことを行 う力 と信仰 を持ちたいと強 く望むようにな

りました。

同じころ，あるファイヤサイ ドに出席しました。その

ファイヤサイ ドではジュリーが祈 りについて数多 くのこ

とを話しました。わたしは彼女の勧告 を受け入れ，朝晩

心か らの祈 りをささげ始めました。以前よりも早 く起 き，

祈 りのために15分 か ら20分の時間 を取 るようにし，その

時間は自分の人生 にとって最 も大切な御方 とお会いする

ときだと考えるようにしました。 そうすると，以前には

なかった方法で答 えや導 きが得 られるようになりました。
あがな

わたしは購いについて徹底的に勉強 し始めました。そ

して，心を改めること， また霊的に生 まれ変わることに

ついての教えを学び ました。学んでい くにつれ，救い主

とその蹟いの力， またあ らゆる失敗，弱点か ら自分 を
けいけん

救って くれる贋 いの効力に対する敬度な思いを深 めてい

きました。

けいけん

救い主に対する敬度な思いを深めていくにつれ，自分自

身を大切な人間だと思えるようになりました。子供たち

はわたしがよく笑顔を見せるようになった理由を聞いて

きましたし，夫も前のように言い争うことがなくなった

理由を尋ねてきました。

ある日わた しはモーサヤ書第5章7節 から8節 の聖句

を読みました。「あなたがたはキ リス トの子 と……呼ば
み な

れる。……あなたがたは，キ リス トの御名 を信 じて心が

改まった と言 う。だか ら，あなたがた はキ リス トか ら生

まれ，キ リス トの息子および娘 となったのである。

そしてあなたがたは，この称号 の下で自由を得た。 こ

のほかにはあなたがたに自由を得させ る称号 はない。」

このとき初めて，「自由を得 る」 という言葉の意味が

理解できました。わたしは，恐れ，無力感，後 ろ向きな

感情か ら次第 に解 き放たれる状態にあったのです。 自分

の手足か らまさしく手かせや足かせが外されてい くよう

に感 じました。自分自身 を大切な人間だと思えるように

なると，生きる姿勢が変わってきました。子供たちはわ

たしが よく笑顔を見せるようになった理由を聞いてきま

した し，夫 も前のように言い争 うことがな くなった理由

を尋ねてきました。わたしの母や兄弟たちも 「一体何が

あったの」 と不思議でならない様子で した。

わたしたちは，初め はとて も居心地が悪かったその

ワー ドに3年 いました。後半の1年6か 月はとて もすて

きな充実した時間で した。その後 も時々難 しい問題にぶ

つかることはあ りましたが，わたしには主がいっ も自分

を心 にかけていてくださるというとと，また苦 しい経験

は成長のためにあるのだ という確信があ りました。

ワー ドを去るころには，1自分はワー ドの会員たちから，

愛 されているだけでなく，信頼 され，認められていると

感 じるようになっていました。そ して奉仕 をした り，

人々に話 した り，教 えた りする機会だけでな く， 自分の
けんそん

気持ちを謙遜にする経験や霊的な経験を数多 くす ること

ができました。 こうして，ワー ドの会員 はわた しの大切

な家族 にな りました。

ジュ リーは今 も大切な友達です。彼女の天賦の才能は，

今 も変わ らずわたしや多 くの人々の人生 に影響 を及ぼし

ています。彼女の模範 は，その光の源である救い主を知

るにはどうした らよいかを，わたしに示して くれました。

そしてそれ によってわたしは多 くの人々を助 け，愛 し，

慰めるための方法を学ぶ ことがで きました。成長を続 け

ていけば，いつかわたしも主の愛に満たされ，自分の顔

に主の面影 を受ける日が来 ると信 じています。□
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日ごとの食物
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「だ れ で もわ た しにつ いて き た い と思

うな ら， 自分;を捨 て， 日々 自分の 十字

架 を負 う て ， わ た しに 従 っ て き な さ

い。」(ル カ9：23)

い主が弟子たちに祈りの方法を

救 示 された と き， その祈 りの 中に

は 「わ た した ち の 日 ご との食 物 を，

き ょ う も お 与 え くだ さい 」(マ タ イ

6：11)と い う嘆願 が あ りました。 こ
ヒ

の祈 願 を通 してイ エス ・キ リス トは，

地上 の すべ て の良 い もの につ いて，.わ一
た した ちが 日々 天 父 に依 存 してい こ

とを思 い起 こさせ て くだ さい ま した。

万物 は， 「人 の益 と利 用 の た め， 目 を

楽 し ま せ， 心 を喜 ばせ る た め に造 ら

れ 」 ま した(教 義 と聖 約59：18)。

「ま こ とに，食 物 のた め， また衣 服

のた め，味 の た め， また香 りのた め，

体 を強 くす るた め， また霊 を活気 づ け

るた め に造 られ てい る」 の です(教 義

と聖 約59：19)。

体 に与 える栄 養 と同 じ よう に， 霊 の

糧 は神 か ら賜 る ものです 。 主 は この よ

1う に説 明 して お られ ます 。 一
「わ た しが命 のパ ンで あ る

。 わ た し

に来 る者 は決 して飢 える こ とが な く，

わ た し を信 じる者 は決 して かわ く こと

が な い。」(ヨ ハ ネ6：35)

＼

灘無

・'い主 に従 うと き
， わた した ち の体

も霊 も天父 の豊 か な恵 み に よって糧 を

得 て強 め られ う こ と， また 両方 と も，

毎 日注 意 して世 話 す る必 要 が あ る こ と

を心 に留 めて おか な くて はな りませ ん。

わたしたちの霊は，

日々十分な養 いを必要 としている

重 い病 気 にか か ってい る と診 断 され

た あ る若 い女性 は， 困難 な治療 を受 け

た1年 間 ，医 師 の指示 に従 い，食事 制

限 と栄養 につい て非常 に多 くの こ とを

学 び ま した。 彼 女 は 自分 の食 べ た もの

を注 意深 く調 べ ました。 栄養 学 につ い

て これ ほ ど興 味 を持 つ ことにな る とは

夢 に も思 わ なか った と， 友人 に冗 談 を

言 うほ どで した 。 そ して，病 気 と闘 い

な が ら， の勉強 期的 な神 殿訪

再 ・との斤蝋 鱗
と同様 に大 きな支 え にな って い る一
_。 とりわけ，

万 の_。 §心 を慰 め て くれ

ま した 。へ
病 気 に な る前 に も，聖 文 の勉

強 や祈 りを生活 の一部 と して い ま

した が，彼 女 は この 日ご との霊 の

糧 に対 して新 しい見 方 をす る よう

に な りま した 。 こう述 べ てい ます 。

「朝 の祈 りは
，緑 黄色 野菜 と同様 に必

要 です 。」 毎 日霊 の糧 を求 め る こ とに一
より，生活の中に救い主の力を感じら

れるようになったのです。
・一

霊の糧 を得 ると，

わたしたちは強められる

適切 に世話 をす る こ とで 肉体が 丈夫

にな る ように， わた したち の霊 も，世

話 をす るこ とに よって霊 的強 さを増 し，

試練 に打 ち勝 ち， もっ とよ く救 い主 に

従 い，人 生 の使命 を達成 で きる ように

な ります。 ア ルマ がモ ーサ ヤ の息子 た

ち と再 会 した ときの喜 び は， この真 実

を よ く表 してい ます。 「彼 らは… …神

の言葉 を知 るた め に聖 文 を熱心 に調 べ

て きた… …。

それ ばか りで はな い。彼 らは しば し

ば祈 り， また 断食 も した ので， 預言 の

「霊 と啓 示 の霊 を受 けてい た
。 そ して，

教 える ときに は， 神 の力 と権能 を もっ

て教 えた 。」(ア ルマ17：2-3)

モ ーサ ヤ の息子 た ち の ように， わた

した ち は次 の よ うな主 の招 き を受 け入

れ る と き， 自分 の重荷 を背 負 い， 救 い

主 に従 う霊 的な力 を得 られ るの です。
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「わ た しの も とに来 な さい。 あな たが

た は命 の木 の実 を食 べ るで あ ろ う。 あ

な たが た は価 な しに命 のパ ンを食 べ，

命 の水 を飲 むで あ ろ う。」(ア ル マ5：

●毎 日， 肉体 と霊の両 方 に栄養 を与

え，強 め るの はな ぜ大切 なので し ょう

か 。

●毎 日世 話 をす る こ とに よ り， どの

よ うな成果 が見 られ るで しょ うか。



ヘ ンリー ・B・ アイリング長 老

「決定的影響」を受けながら歩んだ道

ジ エラ ル ド ・N・ ラ ン ド

欄爾難
學

・騨 '微 脚

に は だ れ で も， そ の と き に は さ さ い に 思 え る もの

人 の，後に非常 に重要な出来事だったと気づ くこと

があるものです。1995年4月1日 に十二使徒定員会の新

しい会員 として支持 されたヘンリー ・ベニオン ・アイリ

ング長老の人生 もそうで した。アイリング長老にとって，

十二使徒への召 しは，彼が 「決定的影響」 と呼ぶそんな

多 くの出来事の集大成だったのです。

最初 の，そして非常に重要な影響の一つは，幼年期の

家庭生活でした。家族や友人か ら 「ハル」 と呼ばれてい

たヘンリー ・B・ アイ リングは，1933年5月31日 ，ヘ ン

リー ・アイリングとミル ドレッド・ベニオン ・アイ リン

グの3人 の息子の2番 目として生まれました。ハルが生

まれた とき，父はニュージャージー州 にあるプ リンス ト

ン大学の化学の教授でした。

アメ リカ東部 に住んでいたため，アイ リング家族は教

会員の多い地域か ら遠 く離れていました。家族の所属す

る小 さな支部 は，ホテルの一室で集会 を開いていました。
ぽっばつ

第二次世界大戦が勃発 し，ガソリンが配給制になって車
◎ の運行 に支障が出始めると

，アイ リング家がプリンス ト

ンの聖徒たちの集会所 になりました。食堂のテーブルが
せいさん

話者の説教台 と聖餐のテーブルを兼ねていました。母親

が指揮者 と伴奏者を同時に務めることも少なくあ りませ

んで した。ピアノを演奏 しなが ら，足で拍子を取って，

出席者が伴奏について こられるように助けたのです。ア

イリング長老は，当時を思い出してほほえみます。ほかに

覚 えているのは，彼 と兄弟のハーデン・R， エドワード・

Mで 支部のアロン神権定員会全員だった ことと，末 日聖

徒の青少年 もやは り自分たちだけだった ということです。

父ヘンリー ・アイ リングは，科学者 として大いに名声

を博 し始めていました。やがて彼は，数え切れないほど

の名誉博士号を受 け，ノーベル賞を除けば，化学分野の

賞 という賞 をほとんどすべて受賞するようにな ります。
「父 に関 して興味深 いことは」 とアイリング長老 は回想

します。「父が何を達成 したか とい うより， どんな人間

だったかということです。父はアリゾナ州のピマ出身で，

深い信仰を持った控 えめなモルモンの少年でした。後年

の成功 も父 を変えることはあ りませんで した。」

ハルの人生における母 ミル ドレッドの影響 も，父のぞ

右ページ 十二使徒定員会のヘンリー ・B・ アイ リン

グ長老の近影。上(左 から)父 ヘンリー ・アイ リン

グ，兄弟のテッドとハーデン，幼い八ルと母ミル ドレッ

ド ・べニオン ・アイ リング。

彗
窪

塁崔

差

蓬

蓬
ま
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れに匹敵するほど重要なもので した。母は，ユタ州のグ

レインジャーの出身でした。高等教育 を受ける女性がご

く限られていた時代に，彼女 はユタ大学を卒業し，同大

学の女子体育学部の学部長 を務 めていました。大学を休

職 し，ウィスコンシン大学で博士号取得に向けて勉強 し

ていた とき，ヘンリー ・アイリングと出会い，結婚 した

のです。アイリング長老は，次のような言葉を母 にささ

げています。「母 は，望めばどんなものにもなれたはず

だったのに，わたしたちの母親 になることを選んだので

す。」

「ほん とうに好 きなもの を見つけな さい」

科学 を心か ら愛 していた父ヘ ンリー ・アイ リングは，

息子たちが科学の道 に進む準備 として，3人 に物理学 を

専攻す るよう勧めました。ハルがユタ大学で物理学 を勉

強 していたときの父 との会話は，人生の 「決定的影響」

の一つ とな りました。複雑な数学の問題を解 くのに父の

助けを求めた ときのことです。「父は，地下室に置いて

あった黒板の前に立 っていました」 と，アイリング長老

は回想 します。「父 は急 に説明をやめる と， こう言った

のです。『ハル，1週 間前にもこれ と似た問題 を二人で

解いたはずだけど。あの ときか ら，君の理解は全然進ん

でいないようだ。勉強していなかったのかい。』」

ちょっと恥ずか しく思いながら，ハルは勉強 しなかっ

たことを認めました。すると父は，「おまえには分かっ

ていないようだね」 と言葉 を続けました。「道 を歩いて

いる墜 も，シ。ワーを浴びているときも，ほかに考え

なければならないことがあるときを除けば，四六時中そ

の問題のことばか り考えていなかったのかい。」

アイ リング長老は， こう打ち明 けます。「考 えていな

かった，と答えると，父 は口をつぐみました。ほんとう

に心の痛む，悲 しい瞬間でした。父が どれほ どわたしを

愛し， どれほど科学者の道 に進んでほしいと願 っていた

か， よ く知 っていたか らです。父は こう言いました。

『ハル，物理学 はやめた方がいい と思 うよ。何か別に，

好きで好 きでた まらなくって，ほかのことを考えな くて

もいいときはそればか り考 えているとい うものを見つけ

るべきだ』 と。」

この助言 は若いハルに強い印象を残 しました。朝鮮戦

争終結後間もな く，彼 は物理学の学位 を取得 して卒業 し

ました。戦争中は，各 ワー ドから召される宣教師の数が

極端に制限されていました。そのうえハルは，卒業前に

空軍の士官 として任務 に就 くよう義務づけられていたの

です。 こうして彼 は，専任宣教師 として奉仕することな

く，空軍に入隊す ることにな りました。 しかし，入隊前

に監督から受けた祝福 には，軍隊で伝道を経験すること

になるだろう， という約束の言葉があ りました。

その祝福はやがて成就しました。空軍は最初 に彼 を，

短期講習のためニューメキシコ州アルバカーキー近郊の

サ ンディア国立研究所 に配属 したのですが，状況が変

わって結果的に丸2年 間そこで勤務することにな りまし

た。任地に到着 して2週 間後，彼は西部諸州伝道部の地

方部宣教師 として召されました。そして，ほぼ完全に2

年間，宣教師 としての責任を果たしたのです。

兵役 を終えたヘンリー ・アイリングは，勉学 を続 ける

決心をしましたが，物理学には進みませんで した。彼は，

マサチューセッツ州ケンブ リッジのハーバー ド大学 ビジ

ネス大学院に進学し，経営管理学の修士号 を取得 しまし

た。大学院を終えるころ，父の昔の助言が実に重要な意

味 を持っことにな ります。 どんな業種に就職すべ きか決

断ーを迫 られていたとき，彼 はどの分野にもあまり魅力 を

感 じないことに気づいたのです。そして，自分がほん と

うに好 きなのは，経営管理学 を教えること，すなわち人

が複雑な過程 を理解 し習得できるように助けることなの

だと悟 りました。彼はハーバー ドに残 り， ビジネス管理

の博士号を取得します。博士論文を書 き終える前に，す

でにカ リフォルニア州パロアル ト市のスタンフォー ド大

学経営大学院の助教授の職が約束されていました。

ハーバー ドで勉学を続 ける決心は，ほかの理由で も重

要な意味を持つことにな ります。つ まりその決心のおか

げで，1961年 の夏にカリフォルニア州パロアル ト市のJ・

シリル とラプレル ・リンゼイ ・ジ ョンソンの娘 キャス

リーンが夏期講習でボス トンにやって来た とき，彼がま

だボス トンにいたか らです。当時，ボス トン地方部長会

で副地方部長を務めていたハルは，独身成人 の早朝野外

礼拝を管理する責任 を与 えられ ました。

集会の後，木立ちか ら出て来る若い女性が目に留 まり

ました。彼 は，その女性の美しさに衝撃を受 けたばか り

でな く，その瞬間デビッド・0・ マッケイ大管長の言葉

を思い出 した と言います。「もし，そばにいるだけで…

…最善を尽 くして頑張 りたい と思わせて くれる女性に出

会 ったなら，……その女性 こそ，あなたの愛 を受けるに

ふ さわ しい人 で す 。」(Go砂 θ1擢副s『 福 音 の理 想
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結婚披露宴でのヘンリー ・アイリングとキャスリーン夫人。

p.459)「 初 め て キ ャ ス リー ン を 見 た と き， ま さ に そ の

とお りに感 じた の で す 」 とア イ リ ング 長 老 は言 い ます 。

ハ ル とキ ャ ス リー ン は， 次 の 日曜 日 に教 会 で 紹 介 され

ま し た 。 「ハ ル が 特 別 な 人 だ と分 か り ま し た 」 と キ ャ

シ ー も述 懐 し ま す 。 「彼 は大 切 な事 柄 に つ い て 深 く考 え

る人 で し た。」

二 人 は夏 が 終 わ る まで 楽 し く過 ご し， キ ャス リー ンが

カ リ フ ォル ニ ア に帰 っ て か ら は， 手 紙 や 電 話 で 交 際 を続

け ま した 。 そ して ，1962年7月 ， ロ ー ガ ン神 殿 で スペ ン

サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 長 老 の 司 式 に よ り結 婚 した の で す 。

「これ は主の学校 で ある」

キ ャ シ ー は 単 な る 良 妻 賢 母 以 上 の存 在 で し た 。 ヘ ン

リー ・B・ ア イ リ ン グ の人 生 に お け る 「決 定 的 影 響 」 の

一 つ に な った か らで す
。 い ち ば ん 良 い例 は， ハ ル が ス タ

きょうべん

ン フ ォ ー ドで 教 鞭 を執 る よ う に な っ て9年 た った と き

の こ とで す 。 二 人 に と って ， 豊 か で 非 常 に満 ち足 りた 時

期 で した 。 ス タ ン フ ォ ー ドで は ， 教 え て い た カ リキ ュ ラ

ム の 編 成 にか な りの 裁 量 が 認 め られ て い ま した し， マ サ

チ ュー セ ッ ツ工 科 大 学 の ス ロ ー ン経 営 ス クー ル か ら客 員

教 授 と し て 招 か れ ，1年 間 ボ ス トン に戻 る機 会 も あ り ま

した 。 また ， ビ ジ ネ ス 面 で も， フ ィニ ガ ン精 密 機 器 株 式

会 社 の 取 締 役 兼 社 長 に就 任 し て い た ほ か， シス テ ム 産 業

株 式 会 社 とい う コ ン ピ ュ ー ター 製 造 会 社 を創 業 し， その

社 長 も務 め て い ま した 。 教 会 で は， 早 朝 セ ミナ リー の 教

師 や ホ ー ム ワ ー ドの 監 督 会 の 責 任 を果 た し た 後 ， 学 生

ワ ー ドで あ る， ス タ ン フ ォ ー ド第 一 ワー ドの 監 督 と して

召 され て い ま した 。

しか し， そ れ も これ もす べ て が 一 転 す る こ と に な るの

で す 。 ア イ リ ン グ長 老 は こ う報 告 して い ま す 。 「あ る晩 ，

キ ャ シー が わ た し を ひ じで つ つ く と， こ う尋 ね た の で す 。

『あ な た
， 人 生 で 自分 が 正 し い こ と を して い る っ て い う

確 信 が あ るP』 と。」 長 老 は少 し 口 を つ ぐ み， それ か ら

説 明 し て くれ ま した 。 「驚 き ま した よ。 当 時 の わ た しの

状 況 を考 え て み て くだ さい 。 ス タ ン フ ォ ー ドで 教 授 と し

て の 終 身 在 職 権 を 得 て い ま し た し ， ス タ ン フ ォ ー ドの

ワ ー ドで 監 督 も して い ま した 。 妻 の 両 親 宅 の 隣 に住 ん で

もい ま した 。 わ た し は 自 分 の して い る こ と を ほ ん と う に

気 に入 っ て い た の で す 。 ま る で， エ デ ン の 園 に い る よ う

にね 。 そ れ な の に， 妻 は わ た しに そん な質 問 をす る ん で

す 。」 彼 女 は， 続 け て こ う尋 ね ま し た。 「ニ ー ル ・マ ッ ク

ス ウ ェル 長 老 の と こ ろ で研 究 で き な い か し ら。」 ア イ リ

ン グ 長 老 は も う一 度 言 葉 を失 っ た と言 い ま す 。 「こ こ を

よ く理 解 し て い た だ きた い ん で す 。 ニ ー ル ・A・ マ ッ ク

ス ウ ェ ル 長 老 は 当 時 ， 教 会 教 育 理 事 長 を務 め て い ま した 。

キ ャ シ ー は ま っ た く彼 と面 識 が あ り ませ ん で した し， わ

た し も同 じで し た 。」

そ の夜 の こ とを キ ャ シ ー に 尋 ね る と， ど う して そ ん な

質 問 を した の か よ く分 か ら な い と答 え ま す 。 「ス タ ン

フ ォ ー ドで の わ た し た ち は ， 確 か に と て も幸 せ で した 」

と彼 女 は言 い ま す 。 「で も， な ぜ か ， 彼 に は も っ と大 切
ズ

鶴 何かほかになすべきことがあるように感 じていまし
た 。 ス タ ン フ ォー ド大 学 で の 教 授 生 活 が 彼 に とっ て す ば

ら し い もの で あ る こ と は分 か って い ま した が ， も っ とほ

か に 人 の生 活 を真 の意 味 で 変 え る よ うな 事 柄 を教 え られ

る は ず だ と感 じ た の で す 。」 キ ャ シ ー は ， 教 会 教 育 部

(CES)に っ い て 聞 い て い ま した し， な ぜ か ， そ の 理 事

長 が ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェル 長 老 だ とい う こ とを記

憶 して い ま した 。 前 述 の 彼 女 の コ メ ン トに は， こ うい う

背 景 が あ っ た の で す 。

ハ ル に は そ れ だ け で 十 分 で した 。 彼 は祈 っ て み よ う と

決 心 し ま した 。 最 初 は何 の 答 え も あ り ませ んで した 。 少

な く と も彼 に はそ う思 え ま し た。 しか し， それ か ら少 し

た っ た あ る 日， ハ ル ・ア イ リ ング の こ と を人 づ て に 聞 い

て知 っ て い た マ ッ ク ス ウ ェル 理 事 長 か ら電 話 が あ り， ハ

ル に ソル トレ ー ク ・シ テ ィー まで 来 て くれ る よ うに 要 請

した の で す 。 彼 は出 か け て 行 き ま した 。

ア イ リ ン グ長 老 は そ の と き の こ とを 思 い 出 し ます 。

「わ た しが 両 親 の 家 に滞 在 して い た の で
， マ ッ ク ス ウ ェ

ル 長 老 は そ こ まで 出 向 い て 来 て くれ ま した 。 彼 の最 初 の

言 葉 は， 『ハ ル ， あ な た に リ ッ ク ス カ レ ッ ジ の 学 長 に 就

任 し て い た だ きた い の で す 』 とい う も の で した 。」
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こ こで ア イ リ ン グ長 老 は ほ ほ え み ま す 。 「わ た し が 東

部 育 ち だ っ た こ と， そ して ず っ とカ リフ ォ ル ニ ア に住 ん

で い た こ と を 思 い 出 し て くだ さ い 。 当 時 の わ た し は ，

リッ ク ス カ レ ッジ が ど こに あ る か も知 り ませ ん で した 。

リ ック ス カ レ ッジ が2年 制 か4年 制 か 尋 ね られ て も， わ

た し に は答 え られ な か っ た で し ょ う。」

しか し， そ の よ う な重 要 な召 し を軽 ん じ は し ませ ん で

した 。 ソル トレ ー ク ・シ テ ィー 滞 在 中 に ， 彼 は も う この

要 請 に つ い て祈 り始 め て い ま した 。1日 ，2日 と， 答 え

の 得 られ な い 日 が 続 き， 悩 み ま し た 。 「そ し て ， ま た

祈 っ て い る と， 『これ は主 の 学 校 で あ る』 とい う， 非 常

に 明解 で 強 い 印 象 が 与 え られ た の で す 。」 こ の 答 え で 十

分 だ と感 じた 彼 は ， カ リ フ ォル ニ ア に戻 り， キ ャ ス リー

ン と と も に ス タ ン フ ォ ー ドを去 る準 備 を 始 めた の で した 。
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左下一一教師は，アイリング長老の何よりも好きな仕事

である。上 二人の孫に本を読んで聞かせるアイリン

ク長老。

そして，1971年12月10日 ，ヘ ンリー ・B・ アイリングは

リックスカレッジの学長に就任 しました。

大都市近郊の全国有数の有名大学か ら，アイダホ州

レックスバーグ という農村地帯 にある小さな2年 制の私

立大学 に移るのは，確かにかな り大 きな環境の変化でし

た。 しか しそれは，アイ リング家にとってはすばらしい

経験でした。家族が互いによ り親 しく交わる機会 となっ

たからです。学校が大学に近かった年長の二人の息子た

ちは，正午になると，一緒に昼食を食べに父親のオフィ

スにやって来た ものでした。 しか し，有意義だったのは

その ことだけではあ りません。「リックスでは，献身的

な教授陣 とスタッフに囲まれて働 くことができました。

そして，誠実で親 しみやす く，主への奉仕に献身的な，

若 く健全な学生たちがいるのです。信仰深 く知的な彼 ら

の顔 を見詰めるとき，わた しは深い感銘を受 けた もので

す。」
「わた したちはレックスバーグの人たちが大好 きでし

た」 と， キャシーは当時を思い出して言います。「信仰

深い，すばらしい末 日聖徒たちばかりです。それに，わ

たしにはハルがすべきことをしているのだ という確信が

ありました。」

学長の職にあっても，アイ リング兄弟 はレックスバー

グで心か ら愛するものを追及する機会 を逃 しませんでし

た。ほかの講師 と共同で，宗教のクラスを教 えたのです。

4つ の聖文 コースを全部教え終わるまで，それは続けら

れました。教会で も，日曜学校の独身成人クラスを教 え

ていました。 そのクラスを受講 したある若い男性か ら，
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当時の経験 をつづった手紙が，最近，教会機関誌編集部

に寄せ られ ました。手紙 には 「あのころ，少 し反抗的

だったわた しの信仰 は揺 ら.いでいました」 と書かれてい

ます。友人たちとアイ リング兄弟のクラスに出るように

なったのは，ちょうどそんな ときでした。彼 はそこで，

必要 としていた影響 を受けることができたのです。そし

て伝道に出，神殿結婚をし，それ以来活発 に教会に集っ

ています。「自分が どの くらい多 くの学生たちに， どれ

ほど大 きな影響を与 えたか，アイリング長老自身は御存

じないのではないでしょうか」 と記 した後，この手紙 は

次 のように結んでいます。「今のわたしが あるのは，キ

リス トの偉大 な弟子の静かで力強い影響力 のおかげで

す。」

「だれ を助 け ることがで きるで し ょうか」

今では4人 の息子 と2人 の娘 に恵まれているアイ リン

グ夫妻.は，人生における互 いの影響 に敬意を表 していま

す。アイ リング長老 は，確信を もって こう言います。
「今 までの長年にわたる経験 から，キャシーを初めて見

た ときの第一印象は正 しかったようです。わたしがいつ

も最良の自分であ りたい と願い続けてこられたのは，彼

女のおかげです。」

物柔 らかな口調のアイ リング姉妹は，長老についてこ

う語 っています。「確固……それが彼を形容するのに最

も適切 な言葉の一つです。すばらしい夫であり，父親で

す。 とて も愛情深い人 なんです。ハルについて感謝 して
み たま

いることの一つは，彼の御霊 に対す る豊かな感受性です。

それによって家庭に御霊をもたらして くれ るのです。」

父の模範のおかげだ と，アイ リング長老は言います。

「わたしの父は， どんなに重い責任や大変な仕事があっ

ても，わたしたち家族 と一緒 に時間を過 ごすのを忘れま

せんでした。それは，わたしたちといるのが大好 きだっ

たからです。わた しも同 じです。土曜の朝 に家族でする

仕事 を計画 した り，家庭の夕べのために手の込んだ水彩

のイラス トを描いた りするの も，わた しに とってはとて

も楽しいことなのです」 と，笑いなが ら認めます。

ヘンリー，スチュアー ト，マシュー，ジ ョンというア

イリング家の4人 の息子たちは，それぞれ実業家の道を

歩んでいます。そのうち結婚している3人 は，今のとこ

ろ両親に7人 の孫 をプレゼン トして くれています。

アイリング家の長男ヘ ンリーが，彼にとって特 に大切

な 経 験 を話 し て くれ ま し た 。 「日本 で 伝 道 して い た と き

の こ とで す 。 揺 る ぎな い 自信 と大 きな 期 待 を も って ， わ

た し は伝 道 に 出 か け て 行 き ま した 。」 し か し，10か 月 過

ぎ て も， 一 人 もバ プ テ ス マ に導 く こ とが で き ませ ん で し

た 。 「ほ ん と う に 意 気 消 沈 し て し ま い ま し た 」 とヘ ン

リー は話 を続 け ま す 。 「とて もが っ か りし て い ま し た。

そ ん な と き， 父 か ら短 い 手 紙 が 届 き ま した 。」 要 約 す る

と， た と え， 日本 の 人 た ち に拒 まれ て も， 神 は決 して彼

を拒 み は し な い とい う こ と と， ヘ ン リー の 父 は息 子 の働

き を喜 ん で い る と い う こ とが 書 か れ て い ま した 。

少 し感 傷 的 に な り なが ら， ヘ ン リー は 言 い ま す 。 「こ

の経 験 が わ た し に とっ て そ れ ほ ど大 切 に な った の は ， そ

の と き， も し神 御 自身 が そ の手 紙 を書 か れ た と した ら，

ま っ た く同 じ言 葉 を贈 っ て くだ さ った に違 い な い と感 じ

た か らで す 。」

マ シ ュ ー は 父 の 影 響 に つ い て こ う語 っ て い ま す 。 「わ

た した ちが 価 値 あ る人 間 だ と感 じ させ て くれ る能 力 を父

は持 って い ます 。 この す ば ら しい 父 の能 力 を子 供 た ち全

員 が 感 じ て い ます 。 い つ もわ た し に， も っ と頑 張 ろ う と

い う気 持 ち を起 こさ せ て くれ ま した 。 父 は， 毎 晩 祈 っ て

い る こ とが二 つ あ る とわ た した ち に話 して くれ た こ とが

あ り ます 。 まず 最 初 が ， 『頂 い た 祝 福 の 中 で ， わ た し の

気 づ い て い な い祝 福 は何 で す か 』 とい う質 問 で ， 二 つ 目

は 『だ れ を助 け る こ とが で き るで し ょ うか 』 とい う もの

で した 。」 マ シ ュー は こ う付 け加 え ま す。 「父 は ， この二

つ の 祈 りが こ た え ら れ な か っ た 日 は 一 日 も な か っ た と

言 っ て い ます 。」

エ リザ ベ ス とメ ア リー ・キ ャ ス リー ン は， ア イ リン グ

家 の 子 供 の 中 で 最 年 少 の二 人 で す 。 ユ タ州 バ ウ ン テ ィ フ

ル の 中学 に通 うエ リザ ベ ス は， 毎 月 ， お 父 さん の小 切 手

帳 の 残 高 計 算 を手 伝 う の が ， 自分 の 仕 事 だ と言 い ます 。

ア イ リ ン グ家 で は ， エ リザ ベ ス とメ ア リー ・キ ャ ス リー

ン， そ して お 父 さん の3人 で ， 月1回 ， 家 族 新 聞 を発 行

して い ます 。 方 々 に遠 く離 れ て住 ん で い る 家 族 と， こ う

し て連 絡 を取 り合 っ て い る の で す 。 「お 父 さ ん が タ イ プ

を打 ち ま す 」 とエ リザ ベ ス が 説 明 し て くれ ます 。 「わ た

しが 編 集 委 員 で ， メ ア リー ・キ ャス リー ンが 美 術 担 当 で

す 。」

11歳 の メ ア リー ・キ ャス リー ン は， ヘ ン リー ・ア イ リ

ン グ を父 に持 つ こ と の感 想 を ， 「楽 しい で す 」 の 一 言 に

凝 縮 して くれ ま し た。 父 親 と一 緒 に水 彩 画 を描 い た り，

家 族 の た め に パ ン を焼 い た り し ます 。 ア イ リン グ長 老 が
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時々朝食 を作ると聞いたので，新 しい召 しで忙 しくなっ

た今 も.，まだ朝食 を作ることがあるか どうか，家族 に尋

ねてみました。「今朝 もわたしの朝御飯作 りを手伝 って

くれました」 というメア リー ・キャス リー ンの答えが

返ってきました。

リックスでの学長時代，ヘンリー ・アイ リングは多 く

の中央幹部やほかの教会指導者 と親 し く交わる機会 に恵

まれ ました。ヘ ンリーは，まず地区代表に召され，次い

で，日曜学校中央管理会 の管理会員に召 されました。

リックスで5年 間学長 を務 めた後，当時の教会教育理事

長，ジェフリー ・R・ ホラン ドに，彼の代理 として働 く

ように要請されました。

それから3年 後，ホランド長老がブリガム ・ヤング大

学学長 に就任 したのに伴い，ヘ ンリー ・アイ リングが新

しい教会教育理事長に召 され ました。

教会教育部での奉仕は，ヘンリー ・アイ リングが教会

についての展望 を広げる新たな機会 となりました。 アイ

リング長老 は言います。「様々な場所 を訪問 して，多 く

のセミナリー教師たちと出会いました。若い人たちへの愛

のゆえに，すべてをささげて彼 らを教えている人たちです。

世界中のあちこちにある教会の学校を訪ね，美 しい子

供たちの顔 に見入ったとき，教会の未来 はここにあるの

だ と気づきました。子供たちに気持ちよい学習の場 を与

えようと，四つんばいになって床 を磨いた り，暑い太陽

の下で校庭 の美化に励んだ りする大人の男女 も目にしま

した。教会の強 さが教会員たちの素朴な信仰 と献身に根

ざしていることを思い起 こさせて くれる，すばらしい経

験でした。」

「主の助 けをよ り必要 として」

現在教育部で宗教教育および学校管理 を担当 している

スタンリー ・A・ ピーターソンは，アイリング長老が教

会教育理事長代理に召 された とき，副理事長に召 されま

した。「アイ リング長老 とは18年 間密接 に働 いてきまし

た」 と彼 は言います。「彼 は，主に仕 え，幹部の指導者

たちに従いたいという強い願望の持ち主です。」

1985年4月 の総大会で，アイリング家に再び思いがけ

ない変化が もたらされ ました。アイ リング教育理事長が，

管理監督 を務めていたロバー ト・D・ ヘイルズ監督の第
一副監督 として支持され

，アイリング監督 となったので

す。ヘイルズ監督 とともに働 く機会 も，アイ リング長老

にとって決定的影響の一 つとなりました。「ヘイルズ監

督は，すばらしい導 き手であ り，友人で もありました」

とアイリング長老 は言います。「彼か ら受けた影響 は計

り知れません。」

1992年9月 ，アイリング監督 は，数年間空席 になって

いた教会教育理事長の職 に復帰するよう，大管長会から

要請 され ました。1か 月後には管理監督会から解任され，

七十人第一定員会の会員 として支持を受けましたが，長

老の奉仕の大部分は教育理事長 としての責任 を果たすこ

とにあ りました。では，今度の十二使徒への召 しによ り，

教育理事長 としての立場 に変化 はあったのでしょうか。

長老は，「しばらくは，わた しの教育関係 の担 当は変わ

らないで しょう。ただ，スケジュールが変わっただけで

す」 とほほえみなが ら説明 します。

教会が世界150か 国に900万 人以上の会員を擁iするよう

になった この時代に十二使徒定員会に召されたことに関

して，アイリング長老 は過去の決定的影響の数々に感謝

の意 を表 します。

「主はわたしに，多 くの会員の視点から教会 を見 る機

会を与 えて くださいました。わた しが成長 したのは，大

きなワー ドでもステークで もあ りません。わたしの最初

の教会経験は，家族的な， ごく小さな支部で した。空軍

時代に地方部宣教師 として召 されていた ときは，イ ン

ディアン居留地で伝道す る機会 に恵 まれました。ハー

バー ド時代 もや はり地方部で した。そ こがステー クに

なったのは，わた しが引っ越 した後のことです。また，

教会教育部で働いていると，主 と主の王国のために文字

どお り献身的 に働 く人たちに会 うことができます。十二

使徒の召 しにこれ以上役立つ準備は考 えられ ません。」

新 しい召 しを受けて少し時間がたった今，十二使徒に

なったことをどう受け止めているので しょうか。長老は

ため らわずにこう答えます。「この聖なる職にあって，

さらに効果的 に奉仕 しようと努力するとき，主の助 けの

必要性 を日増 しに強 く感 じています。」

そうです。「決定的影響」が，ヘ ンリー ・B・ アイリ

ング長老の人生を形作 る助けとなってきたのです。十二

使徒定員会の一員 となった今，主イエス ・キリス トの特

別な証人 として奉仕する機会が与 えられています。アイ

リング長老はこれか らも，御父 とその独 り子から受ける

以上の 「決定的影響」 はないことを心に留めながら，そ
あかし

の証 を全世界 に広めるうえで大いなる貢献 をしてい くこ

とでしょう。□
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奉仕の機会を

見つける
タ マ ラ ・リー ザ ム ・ベ イ リー

PHOTOGRAPHBYSTEVEBUNDERSGN

奉
をしたいのに忙 しくてできない， と感 じたことは

あ りませんか。わたしたちの生活 は，教会活動，

クラブ活動，学校の勉強，宿題，仕事，友達づきあいな

どで多忙 を極めがちです。時 として，奉仕する時間が

まった くないように思 えます。 しか し，奉仕は必ず しも

大がか りな ものである必要はあ りません。小 さな奉仕の

行いが大 きな影響 を及ぼす ことが往々にしてあるのです。

以下に列記 した奉仕活動 を行ってみ ませんか。 ほとんど

の活動 は15分 もかか らずに行えるで しょう。

■初めて会う人 にほほえみか ける。

■弟や妹，または近所の子供に物語を読んで聞かせる。

■店員にほほえんで 「あ りが とう」 と言う。

■友人にカー ドを送る。

■心を込 めて人 に賛辞 を送る。

■友達 と活動 をする際，だれか新 しい人 を誘ってみる。

■病気の友人 を見舞 う。

日家族のためにベッ ドを整えた り，布団を敷いた りす る。

顧お父 さんに 「ありがとう」 と言 う。

、鷹転居して来 た近所の人 と会 った ら，立ち止 まってあい

焔 濠叢?す る。 せいさん

欝
：鞍繋翻

■家の手伝いを，言われる前 に進んで行 う。

■教会の集会後， ごみを拾 う。

■祈 るときに，祝福 を必要 としている人 を思い起 こす。

■お昼の弁当を，十分 に持って来なかった人 と分 け合っ

て食べる。

■手助けが必要な人 と一緒に勉強す る。

■バスや集会で席を譲 る。

■話 しかけて くる人の話 を真剣に聞 く。

■教会員でない友達 を家庭の夕べに招待する。

■ミューチャルの活動後，掃除の手伝いをす る。

■人のためにドアを開ける。

■花壇の雑草取 りをしている人をしばらく手伝って，名

前を明かさない。

■弟や妹の壊れたおもちゃを直す。

■お父 さんや兄弟が 日曜日に教会へ着て行 けるように，

ワイシャツにアイロンをかける。

■子供を散歩に連れて行って一緒に夕焼けを見る。

■日曜学校の教師が クラスのためにして くれているすべ

てのことに対 し， レッスン後に感謝の言葉 を述べる。

■まだ幼 くて字が読 めない弟や妹 に1日15分 間聖文を読

んであげる。

■奉仕する機会が得 られるように祈 り，聖霊のささやき

に耳 を傾 ける。□
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校 を卒 業 し て か ら， ク レ イ トン家*を 訪 れ る こ と

高のないままにもう20年 近 くたっていました。高校

時代の親友だったケ リー ・クレイ トンとわたしは，お互

い復活祭に家族に会 うために帰郷す ると知って，ケリー

の家で再会することにしました。

彼女の家に向かって歩 きながら，わた しはクレイ トン
ー家が直面 している大変な試練 にっいて思い巡 らしまし

た。3人 の子供を抱 えたケリーは，離婚を目前 にして傷

心の日々を送 っていました し，彼女のお父さんは最近脳

卒中で倒れ，お母 さんはその看病 と家計を支 えることで

四苦八苦 していました。
「こんなにた くさんの苦 しみが一度に降 りかかって く

るなんて。」そ う思 いなが ら，わたしは呼び鈴 を鳴 らし

ました。

ケ リーが玄関の扉 を開け，両手を広 げてわたしに抱 き

っいてきました。彼女 と会 うのは5年 ぶ りでしたが，精

神的な重荷が彼女 に残した傷跡がありありと見て取れま

した。わたしを抱 き締 める彼女の体は とてもやつれてい

て，悲嘆に暮れる気持 ちが伝わってきました。壁の写真

に写った，幸せそうな少女時代の輝 く瞳 とは対照的に，

彼女の目には苦悩の色が満ちてい ました。

ケ リーのお母さんがあいさつに出て来てくれ，ケリー

に呼ばれてかわいらしい3人 の子供たち，女の子2人 と

男の子1人 も現れ ました。子供たちの顔 には父親の面影

が見受けられ，離婚 という痛々しい事実が また思い出さ

れました。 この家族 はこれからどうやって生活 してい く

のだろうかと考えてしまいました。

お父さんは2階 の寝室にいるとのことでした。上がっ

て行って話 をしてきたい と言ったのですが，「自分で下

りて 来たいって言 うの。 しばらくかかるから，座って話

していましょうよ」 というケ リーの言葉に従いました。

わたしたちは居間に向かい合って座 りました。高校時
き ょ う

代，そこでよく笑い合 ったもので したが，今 日は違いま

す。ケ リーは，経済的にいかに大変かにっいて， また，

これか ら独 りでや っていかなければな らない不安につい

て打ち明けて くれ ました。で もわたしには，ただ黙って

聞いてあげることしかできませんでした。彼女が抱 える

数々の疑問に対 して，わたしは何の答 えも持ち合わせて

いなかったのです。

しぼらくして階段の方から物音が聞 こえました。振 り

返ってみると，ケリーのお父ざんが危なげな足取 りで階

段 を下 りようとしているところでした。傍 らに立っお母

さんの助 けを借 りようとはせず，手す りにつかまりなが

ら，一段ずつ，少 しずつ前 に足を出して下 りて来 ました。

やっとわたしのところまでたどり着いた彼は，わたしの

手 を握 り締めて 「君 にまた会 えてほんとうにうれしいよ，

アネ ッテ」 と言って くれ ました。

両親が台所 に入って行った後で，ケリーはわたしにこ

う尋 ねました。 「人生が こんなにも大変 にな るなんて

思 った ことあるPこ こに座 ってわたしの離婚話を聞い

た り，父が苦 しむのを見た りす るなんて考 えた ことが

あってPな ぜ こんなことが起 こるのかしら。」

しばらく沈黙が流れた後，お父さんの腕や足 を運動さ

せるのに合わせてゆっくり数 を数えるお母さんの声が台

所か ら聞 こえてきました。彼女が どんな思いで彼の世話

をしているかを思 うと，涙が込み上げてきました。

「ごめんなさいね」 とケ リーが言いました。「復活祭に

帰郷 したあなたにこんな思いをさせて。」
「いいの よ。」鼻をすす りなが らわたしは答 えましたσ

「こんなときのための友達 だもの。ただ，あなたに少 し

でも助けや希望を与 えられるような言葉を何か言ってあ

げられたらと思 うんだけど。」

ち ょうどそのとき，ケ リーのお母 さんが歌い始めまし

た。ケリー とわたしは話すのをやめて，台所から流れて

くる天使のような歌声に耳 を傾 けました。その賛美歌 は，

復活祭の週末に，そしてその場面 にぴったりでした。

主はよみがえりぬ

み使い，人，皆

喜びたたえ

地はみ空に答 える

(『賛美歌』115番)

ア レル ヤ

ア レル ヤ、

ア レル ヤ

ア レル ヤ

お母 さんが最後 まで歌い終わ り，アレルヤ という言葉

が家中に響き渡 るのを聞 きなが ら，わたしはキリス トの

苦しみ，死への勝利，そして復活 に思いをはせました。

その 日わた しの心に重 くのしかかっていた絶望感は消 え

うせ，希望の光が輝 き始めました。最 も愛 に満ちた優 し

い羊飼いが， この家族 を愛 し見守 ってお られることを

知ったのです。

「あなたは独 りぼっちじゃないわ。」わたしは，ケ リー

に静かに語 りかけました。「あなた も，そしてあなたの
み て

お父 さんも天父の御手に包まれているのよ。」

「そうよね」 とケリーが答 えました。わたしたちは と

めどな く涙を流 しなが ら，賛美歌の調べとともに心が天

に向けられ，希望がわき出て くるのを感 じました。□

*こ こで使われている名前 は実名ではあ りません。
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きます。早春の午後でしょうか。元 そがれの空 は穏やか

で風一つありません。澄んだ青空には白い巻雲が絵 のよ

うに浮かんでいます。見下ろす とガ リラヤの海辺では漁

師の船にさざ波が打ち寄せています。群衆が丘の上に集

まって来 ました。イエスの話 を聞 こうとやって来た人々

は，草の上に腰 を下ろした り，岩や早春に咲 く花の傍 ら

に立って待っていたりします。皆顔を上げ，主の方を向

き，静かに思いを巡 らしなが ら，平和な生活を送るため

になすべきことを語 られる救い主の言葉に耳を傾 けよう

としています。

キ リス トの穏やかな声が響 き渡 ります。「平和 をつ く

り出す人 たちは， さいわいである……。」(マ タイ5：

9)こ の言葉で注 目すべ きことは，「つ くり出す」 とい

う箇所です。キ リス トに従い，天の祝福 をもたらすため

には， この世の中，つまり地域社会や隣近所で，また特

に家庭の中で積極的に平和をつ くり出さな くてはな りま

せん。

時の中間にあっては，多 くの人々がキ リス トにこう期

待 しました。すなわち，政治家 としてローマの支配者に

立ち向かい，抑圧された人々 に平和をもた らして くれる

と。確かにキリス トは平和をもた らして くださいました

が，キリス トが説かれた平和 は外面的または政治的なも

のではな く，むしろ個人の内面的な心の平和でした。

ベ トナム戦争中に起 きた出来事について述べたい と思

います。当時，アメリカ合衆国は気高 く正当な理由のゆ

えに戦争をしていると信じている人 もいました。しか し，

世論 は変わ り，ベ トナムか ら手 を引 くべきだ という意見

を述べる人 も出て きました。

その とき大管長を務めていたのは，ハ ロル ド・B・

リーでした。外国で地区大会 に出席 していた大管長は，

国際ニュース局の記者か らインタビューを受けました。

ある記者が こう尋ね ました。 「ベ トナム戦争 についてあ

なたの教会はどのような立場 を取 るのですか。」わなに

陥れるような質問 とも思われました。答 え方によっては，

誤解 される恐れが多分 にあったか らです。 もし預言者が
「わたしたちは戦争に反対です

」 と答 えた ら，マスコミ

はこう言 うでしょう。「それは変ですね。あなたがたの

教会 には 『信仰箇条』 とい うものがあ り，その中には国

家を支持すべ きだ と書かれています。国家に対 して反対

の立場 を取るとなると，指導者 自ら教会の信条 に背 くこ

とになりますね。」 また もし大管長が 「わたしたちは戦

争 に賛成です」 と答えたら，マスコミはこう言うでしょ

う。「それは変 ですね。教会の指導者が戦争に賛成する

などとは。」いずれにせよ，教会の内外を問わず，人々

の間に大 きな論争 を呼び起 こす ことになりかねません。

大管長 は，大いなる霊感 と知恵 とをもって，救い主を

知 る人 らしくこう答 えました。「世界中のクリスチャン

と同じように，わたしたちは戦争 を決して好んではいま

せん。 しかし，救い主はこう言われました。 『わた しに

あって平安 を得るためである。あなたがたは， この世で

はなやみがある。』(ヨ ハネ16：33)」 さらに， リー大管

長 はこのように説明 したのです。「救い主が語 られた平

和 は，国家の問で武力や政府の指導者同士の交渉によっ

て得 られ る平和ではありません。そうではな く，わたし

たちが戒めを守 り，打ち砕かれた心 と悔いる霊をもって

キ リス トのもとへ来 るときに得 られる平和なのです。」

(Eηs忽η 『エ ンサイン』1982年11月 号，p.70参 照)

世界的 に有名なアッシジの聖フランチェスコの祈 りの
一つは，わたしたちが救い主の手 にあって，ほかの人 に

心の平安 をもたらすための器 となれることを示唆 してい
・ます。それこそまさに 「平和 をつ くり出す人」の真髄で

す。

次 のような祈 りです。

「主 よ
， わ た し を あ な た の平 和 の 器 に し て くだ さ い 。

憎 み合 う人 々 に は ， 愛 を，
ゆる

反目し合 う人々には，赦す心を，

疑 いを抱 く人には，信仰 を，

失望 している人には，希望 を，
くらやみ

暗 闇 に さ ま よ う人 に は， 光 を，

そ して， 悲 しみ に沈 む人 に は， 喜 び を もた らす た め に。」

平和をつ くり出す人 になるためには，何が平和をもた
み たま

らすかを理解する必要があります。それは御霊であると，

パ ウロは述べています。「御霊 の実は，愛，喜び，平和

〔である。〕」(ガ ラテヤ5：22)わ たしたちが主に近 くあ

るな らば，大 いなる平安 と慰 めに満たされ，御霊の導き

に添 った生活 をするな らば，新たな力がわいてきます。
こんにち

たとえ今 日の世の中に様々な問題があふれていて も，わ

たしたちが救 い主に従うとき，一人一人の心の中に平安

が訪れるのです。□
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ことは一 度 もあ り ませ んで した 。 ご自

分 か ら進 ん で話 をされ ましたね 。｣

ウォ レス氏 に よる と番 組 の 内容 は教

会 の素顔 を扱 った もの で,モ ル モ ン教

会 の大管 長 が 自 らの 口を通 してテ レ ビ

のゴー ルデ ンア ワー に自 らの教会 につ

いて語 るの は,ウ ォ レス氏 の知 るか ぎ

り初 めての こ とだ とい う。

ウォ レス氏 は昨年 の12月17日 に ソル

トレー ク･シ テ ィー に到 着,そ の晩,

テ ンプルス クウ ェアの ク リスマ ス のた

めの ライ トア ップ を見学 した。 イ ンタ

ビ ュー は翌朝9時30分 か ら11時 過 ぎ ま

で,ヒ ンク レー大 管長 の執務 室 で行 わ

れ た。 その後,テ ンプ ルス ク ウ ェア に

場所 を移 し,ヒ ンク レー大管 長 が神殿

や タバ ナ クル な どにつ いて説 明 す る様

子 が撮影 された。

そ して午後,ウ ォ レス氏 と6人 の取

材 ス タ ッフ はユタ州 ソル トレー ク･シ

テ ィー伝 道部 の大会 に出席,宣 教 師 へ

の ヒンク レー大 管長 の説 教 を聞 い た。

大会 後 は,専 任宣 教 師 として奉仕 す る

十 数人 の若 い男女 を交 えて グル ー プイ

ンタ ビ ュー が行 われ た。

ウォ レス氏 の非 常 に率 直 な態度 は,

全 米で 最長 寿 を誇 る この報道 番組 の視

聴 者 の よ く知 る と ころであ る。27年 間

続 い て い る この 番組 は,｢テ レ ビ史上

最 も人気 が 高 く,有 益 な,視 聴率 の高

い番 組｣と 評 され て きて い る。

ウ ォ レス氏 は,900万 の会 員 を擁 す

るに もかか わ らず｢一 般 の ア メ リカ人

で モ ル モ ン教 会 の こ と を ほ ん と う に

知 って い る人 は あ ま り多 くあ り ませ

ん｣と 言 う。 番組 で は教 会 の素顔 が紹

介 され る。

この番 組 が描 く教会 の姿 は人々 の 目

に触 れ る こ とにな る。 しか し,イ ンタ

ビュー に同席 した人 に よ る と,ヒ ンク

レー大管 長 は よ く準備 して,人 種 問題

や一 夫多 妻 の問題,財 政 問題 や女 性 問

題 な どのテ ーマ につ い ての質 問 に よ く

答 えて いた とい う。 また,ウ ォレス氏

に よる と,氏 は預 言者 とイエ ス･キ リ

ス トの関 係 につ いて も大 管長 に尋 ね た

チ ャ ー チ ニ ュ ー ズ

ぎをま ぽ 　 ぷ

嘱 難羅懇醗 盤塾懲蕪
馨
蓋
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12月18日 の90分 に及 ぶ イ ンタ ビュー の後 で,テ レビジ ャー ナ リス トの マイ ク･ウ ォ

レス氏 にテ ン プルス ク ウ ェアの 史跡 を説 明 する ゴー ドン･B･ヒ ンク レー 大 管長 。

との こ とで あ る。

取 材 が霊 的 な面 に重点 が 置か れ た こ

とは,宣 教 師大 会や その後 の グル ー プ

イ ンタ ビュー に よ く表 れ ていた 。 また,

デ ビッ ド･A･ク リス テ ンセ ン伝 道 部

長が 司会 を した 集会 で は,宣 教 師 の熱

意が 輝 い ていた 。取 材 ス タ ッフ は ヒン

クレー大 管 長が オ ース トラ リアや ブ ラ

ジル,カ ナ ダ,デ ンマ ー ク,ド ミニ カ,

ドイ ツ,グ ア テマ ラ,ハ ンガ リー,リ

トアニ ア,ロ シア,ス リラ ンカ,ト ン

ガ,そ してア メ リカ出身 の宣 教 師 と握

手 す る姿 を撮 影 した 。 彼 らの 多 くに

とって,ヒ ンク レー大管 長 と会 うこ と

は一 生 に一度 の機 会 な ので あ る。

宣 教師 との集会 で ヒン クレー大 管長
たまもの

は,伝 道 中 に｢10の 賜 物｣を 得 るよ う

に宣 教師 に勧 めた(次 頁 の記 事参 照)。

大 会 の後 の グルー プ イ ンタ ビ ュー で

ウォ レス氏 は(こ の とき ウォ レス氏 は

宣教 師 の 一 人 が手 渡 した 『モ ル モ ン

書』 を持 って いた),カ リフ ォル ニ ア

麟

灘
∵

ー

州 ウ ェ ス ト ミ ン ス タ ー 出 身 の ハ イ

デ ィ･テ リー 姉妹 に,な ぜ 姉妹 宣 教師

の数が 少 な いのか,ま た,神 権 を受 け

た くない か尋 ねた 。

彼女 は,女 性 に は別 の奉 仕 の機 会が

あ る こ とを話 し,男 性 に与 え られ る神

権 は人 に仕 える ことを学 ぶた め の奉 仕

の責任 で あ る と説 明 した。 また,女 性

は生 まれ つ き人 に奉 仕 す る性質 が強 い

こと も説明 した。

ス リラン カの コ ロン ボ出身 のギ リス

バ ナ･ラ ジ ャラ トナ ム長老 は,ど の よ

う にして キ リス ト教 に改宗 した か を紹

介 した 。彼 は,宣 教 師 として伝道 して

い る間,母 親 に福音 を紹 介 してい る。

母 親 はす ぐにバ プテ スマ を受 けたが,

後 に 自分が 経験 した こ とを手 紙 で知 ら

せ て きた。 あ る とき,急 に救 急 車 を呼

ばな けれ ばな らな い とい う気持 ち が し

た ので 呼ん だ ところ,直 後 に心臓 発 作

に襲 わ れた。 しか し,あ らか じめ救 急

車 を呼 んで いた の で一命 を取 り留 めた
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チ ャ ー チ ニ ュ ー ズ

集会所を大切にする
ソル トレー ク･シ テ ィー発

教会は1991年以来,集 会所の清掃と維持;を教会員が自らの大切な責任として行う

ように求めてきました。『聖徒の道』では,こ の問題の現状について教会総合施設

部実務部長のテッド･口･シ モンズ兄弟にお話を伺いました。

問 い:ま ず,こ の計画 の 目的 を もう

一度 説 明 して くだ さい
。

答 え:今 まで は管 理人 が すべ て の集

会所 に一 人 ず つ置 かれ て,何 で も して
かぎ

い ま した。 清掃 や いす並 べ,鍵 の 開 け

閉め な どです。 これが今 はパ ー トタ イ

ムの清 掃担 当者 が割 り当 て られて,基

本 的 な清掃 作業 だ け をす る こ とにな っ

てい ます。 この よ うに して,教 会 の資

源 を もっ と有効 に使 お う として い るの

です。

しか し,管 理人 の責 任 が変 わ った だ

けで な く,教 会 員 の責 任 も変 わ りま し

た。 フル タイ ム の管理 人 がす べ ての集

会所 にい るわ けで は あ りませ ん か ら,

集会 所 の清掃 や維持 につ いて,教 会 員

が もっ と活発 に参加 しな けれ ば な らな

い ので す。教 会員 の援 助 によ り,集 会

所 の清掃 と維 持 の費 用 を大幅 に削減 で

きま した 。わ た した ち は今 もなお集会

所 を建 て続 けて い ますが,以 前 よ りも

か な り低 い経費 で清掃 と維 持 が で き る

よ うにな りま した。1年 間 に削減 した

経費 は,新 しい集 会所 を数か所 建 設 で

きる ほ どの もの です 。教 会員 の援 助 は

実 に大 きな力 で す。 この計画 が 主か ら

の霊 感 を受 けた もの で あ る こ とは疑 う

余地 が あ りませ ん。

問 い:教 会 員 の責任 に は どの よ うな

ものが あ ります か。

答 え:ま ず教会 員 の方 々 に は,救 い
けいけん

主 へ の愛 と敬 度,尊 敬 の気持 ちか らこ

の計 画 に参加 して ほ しい と思 い ます 。

集会 所 は主 の もので す。 そ して,わ た

した ちは集会 所 で主 を礼 拝 します。 で

す か ら,い つ も主 にふ さわ しい集会 所

に したい ので す。 また,手 入 れ を して

い る と,集 会 所へ の愛 着が わ い て き ま

す。昔 は,教 会員 が新 しい集 会所 の建

設 に実 際 に携 わ って い ま した 。 その後,

建築 資 金 を個 別 に納 め る よ うに な りま

した。 そ して今,教 会 員 は集 会所 の手

入 れ をす る ことに よって 主 に犠牲 と奉

仕 をさ さげ るの です。

日曜 日は,集 会 後 に ごみ を拾 い,い

すや テー ブル を元 に戻 し,必 要 で あれ

ば洗面 所 の紙 を補 充 し,集 会 所 の整理
せいとん

整 頓 を行 っ て くだ さい。週 日は,活 動

が終 わ った ら床 を掃 除 し,カ ーペ ッ ト

に掃 除機 をか け,ご み を持 ち帰 っ て く

だ さい。 ほ か に教 会員 の責任 とな った

ものは,毎 日の鍵 の開 け閉 め,バ プテ
せいさん

ス マ フォ ン トの水 の管 理,聖 餐 テ ーブ

ル の清 掃,音 響 な らび に映像 装置 の設

置,照 明 な らび に備 品 のス イ ッチ を切

るこ と,使 用後 の台所 の清掃,花 壇 の

植 え付 け と手 入 れ,付 属 図書 館 そ のほ

惣
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かの備 品 の清 掃 と手 入れ,教 会員 の技

術 で で き る範 囲 の小 さな修理,集 会所

内外 の特 別清 掃 プ ロ ジェ ク トへ の参加

な どが挙 げ られ ます 。

これ らの責 任 を果 た す教会 員 のた め

に,掃 除機 や モ ップ,ほ う き,ご み袋,

洗 剤,洗 面所 の紙 な どを納 めた物 置 が

あ って,い つで も使 える よ うにな って

い ます。

ごみ を拾 うこ とや いす を片 付 ける こ

とは何 で もな い こ との よ うに思 え ます

が,こ れ らを教 会員 が協 力 して行 うと,

ワー ドは何 時間 もの労働 時間 を削減 す

る ことがで きるの です。 それ にワ ー ド

の数 を掛 けて みて くだ さ い。 す ごい時

間数 にな るで しょ う。第 一,集 会所 は

本来 は汚 さな いで使 わ な けれ ばな らな

い場 所 で あ り,も し汚 して し まった ら

自分 で きれ い にす べ き場 所 で あ るはず

で す。 それ な の に人 にお金 を払 って き

れ い に して も らう とい うの は,お か し

な話 です。 要 は,予 防 の ため の維持 管

理 プ ログ ラム は教会 員 の参加 があ っ て

初 め て効 果 が現 れ るので す。

問 い:そ う した こ との いい例 が あれ

ば ご紹 介 くだ さい 。

答 え:ワ ー ドや 支部 の教会 員 は,集

会所 を一緒 に きれ い にす る こ とで親 し

くな ります。毎 年 清掃 プ ロ ジェ ク トを

行 ってい るワー ドが あ り ます。 ワー ド

盛 囁

テッ ド･D･シ モンズ兄弟

教会員には,自 分たちの集う建物の

清掃と維持に責任がある。
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の 日であったため,伝 道部長 会,徳 沢清

地方部長,西 村 勇三支部 長,専 任宣教師

たちがそろって支 配入 にお渡 ししま した 。

旅 のつ れづ れ に偶 然 に手 に した 『モ

ルモ ン書』 に よって,人 生 が変 わ る,

そん な奇跡 が起 き る ことを期待 して い

ます 。(い しか わ･け ん い ち 名 古 屋

ス テー ク春 日井 支部) 金沢市内のホテルに｢モ ルモン書』を寄贈する名古屋伝道部の宣教師たち。

LDSキ ャンポリーで富士登山

スカウ ト仙台第45団 か らの レポー ト

末日聖徒イエス･キ リスト教会(L口$)か 育成団体であるスカウトの団が,御 殿

場｢国 立中央青年の家｣キ ャンプサイトに集い,末 日聖徒イエス･キ リスト教会キャ

ンポリーが昨年8月3日 から6日 までの3泊4日 のスケジュールで開催されました。

キャンポリーには日本全国から11箇団,ス カウト120人(シ ニア奉仕隊;を含む),

指導者50人が参加しました。真夏の暑さから離れて涼風の吹く場所で,天 候にも恵

まれ,そ のテーマである｢未 来に備えて頂上を目指そう｣;を富士登山によって達成

し,終 了しました。

仙台第45団もスカウト12人,指 導者5人 が参加し,一 人一人が感動とすばらしい

体験;を得て無事に帰ってくることができました。仙台第45団 にとって最もすばらし

い成果は,最 優秀班として表彰されたことです。このキャンポリーは生涯忘れられ

ない思い出として一人一人の心に残ることでしょう。

日本 一･高い山 を

登 り切 った感動
いや

一途中で癒 しの祝福一

仙台ステーク泉ワード

日出英輔(高 校1年)

年8月3-6日 に行 われた｢LDS

昨 キ ャ ンポ リー｣で は,非 常 に多

くの ことを体 験 し ました。竹 材 に よる

野 外工 作,手 旗信 号 な どの ス カ ウ ト技

能 を使 った プ ログ ラム とか い ろい ろ あ

ります が,何 とい って もいち ばん ビッ

グな体験 は,富 士登 山 で した。

はっ き り言 って しま う と,こ の た め

だ けにキ ャ ンプ に来 た よ うな もの で し

た。 とて も楽 しみだ った だ けに,ま っ

た く不 安 は あ りませ んで した。 それ と

中
列
右
2
人
目
が
日
出
兄
弟

同時 に,富 士 山 もそ こら辺 の山 も,大 し

て 変わ らない だ ろ う と思 って い ま した 。

そ して,い よい よ出発 の夜 が来 まし

た 。登 り始 めの2,30分 はま った く余 裕

で,み んなで ワ イ ワイ話 しな が ら登 っ

てい ました。 この と きは,ま だ まだ先

が 長 い こ とに気が つ い てい ませ んで し

た 。6合 目を過 ぎた辺 りに な る と,さ

す が に みん な疲 れて きた ら し く,話 し

声 も ほ と ん ど な くな り,息 を 吐 く

｢ハ ッ
,ハ ッ｣と い う音 だ けが聞 こえる,

とて も静 か な登 山 にな って き ま した。

ちな みに スタ ー トは5合 目です 。 そ

の後,あ る程 度順 調 に進 み ま したが,

途 中 で ぼ くらの隊 か ら,二 人 の スカ ウ

トが体 調 が悪 くな って歩 け な くな って

しまい ま した。無 理 は禁物 だ っ たの で,

この二 人 と付 き添 いの指 導者 二人 は,

ゆ っ くり来 る こ とにな りました。

4人 を欠 きなが らも,7合 目を越 え,日

が登 り始 めた ころ,つ いに8合 目に着 き

響
ー
駕

蝉
瞼

蜘

蓬勧 ㍉轟 。趣
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わ た し の 証

『奈良 新 聞』

1993年1E月4日 付 け

た りで き る場 所 を作 りたい

と思 ったの です。 わ た し は

自営 業 を営 む傍 ら｢不 登校

の子供｣の 面倒 をみ た り,

｢や る 気 の 出 せ な い 青 少

年｣を 預 か って ともに生活

し,一 緒 に働 い た りして い

ました。

また心身 障害 者(情 緒障

害)の 青年 とも一緒 に仕事

を し ました。 その 中でM君

との 出会 いが あ りました。

彼 は両 親 の離婚,親 友 の裏

切 りな どが あ って 中学2年

心竃

.轡･㎡

｢
子
供
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に
↑二
か
し
ヂ

が
し
た
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け
が
で
き
萌

か
ら
､不
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や
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に
勉
強
や
仙

お
が
わ

･
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か
し

昭
和
四

十
年
三
月
六
日
生
壬
φ
れ
G
高
ヨ

市
内
で
便
利
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『何
出
物
優
手

屋

(な
ん
で
も
い
う
て
や
)
』

を
+
八
歳
の
時
に
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。
小
川

商
社
代
表
。
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道
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錬
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理

事
。
平
成
五
年
か
ら
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ト
ロ

学
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設
立
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道
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加
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た
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へ
の
思
い
を
藷
る
。

現
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な
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よ
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｢
よ
り
多
く
の
人
に
こ
の

学
園
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理
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し
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も
ら

い
た
い
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意
気
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｢自
分
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表
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で
き
な
い
子
供

や
､
や
る
気
が
出
な
い
青
年
た

ち
に
､
私
自
身
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し
た
こ
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ア
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バ
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い
き
た

い
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に
来
て
く
だ
さ

い
｣
。

『ト
ト
ロ
学
園
』
の
発

展
に
胸
膨
ら
ま
す
。

の ころか ら心 を閉 ざ して い ま した。 わ

た しが彼 の母 親 と親 しか ったの で彼 と

の つ きあい が始 まった ので すが,中 学

に通 うの も自宅 か らで は甘 えが 出 るの

で,わ た しの家 か ら登 校 す る こ とに し

ました。

あ る 日の ことです。 彼 は朝 か らあ ま

り元気 が な く,し ぶ しぶ学 校 に 向か っ

た のです が,わ た しは直感 で 彼が 自宅

に戻 って い る よう に思 ったの です 。駅

の 自転 車置 き場 に も彼 の 自転 車 はあ り

ませ んで した 。 そ こで わた しは仕事 へ

行 く前 に,彼 の家 の近所 を通 る と,彼

は ち ょう ど自転 車 を置 いて 田 んぼ の中

を逃 げて い ました。

中学 卒業後 は通 信 制 の高校 に進 み,

うちで働 くように な ったの です が,あ

る とき増 改築 の仕 事 が あ りました。 と

こえ

て も古 い 田舎 の農家 なの で牛 の肥 だ め

が あ り,そ こに長年 た まった泥 や水 を

か き出 さな くて はな りませ ん。 一輪 車

に積 んで急 な坂 道 を運 ぶの です が,彼

は慣 れ な いた めに何 度 も一輪 車 を倒 し,

肥 まみ れ にな りました。 文句 を言 いな

が らもその仕 事 を一人 で や り通 した こ

とは,彼 に とって はい い経験 にな った

と思 い ます。｢嫌 な こ とで も,た とえ

何 度 失敗 しそ も,最 後 まで や り抜 く｣

こ とを体 で実感 した ようで した。

彼 は後述 のH君 の とき も力 に なっ て

くれ ました。M君 は現在 トラ ックの運

転 手 を してい ます。 高校 もあ と一年 で

卒 業 す る とこ ろ まで きてい ます 。｢将

来 オ ー ス トラ リア で暮 らした い ね ん｣

と,こ の間 言 って い ま した 。普 段 は ほ

とん ど連 絡 が ない の に寂 し くな る と会

い に来 て,困 っ た こ とが あ る と｢小 川

さん,あ のね … …｣と 一番 に相 談 しに

来 ます 。｢父 親 み た い に頼 りに して い

るみ たいや ね｣と 妻 は言 って い ます。

無気力であったH君

H君 との 出会 い は,わ た しの友人 で

あ る漢 方薬局 の ご主 人 の紹 介 で しだ。

高校 を1年 でや め て ブ ラブ ラ して いた

彼 は,無 気力 で約 束 が守 れ ず,喜 びや

感 じた ことを素直 に表現 で きない子 で

した。 初対 面 の とき,髪 を赤 く染 めて

後 ろで く くり,前 髪 が長 くて 目が ど こ

に ある のか分 か らなか った の を思 い出

します。

数 日後,彼 が仕 事 に来 る と約束 した

ので家 で ず っ と待 ってい た ので すが,

2時 間 を過 ぎて も現れ ませ んで した。
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リー の仲 間が,お 通夜 の とき,家 の外

で雨 に打 た れて泣 き崩 れ て い るわた し

に傘 を差 して くれて,一 緒 に泣 きなが

ら｢西 藪 君,頑 張 ってバ プ テス マ を受

けて,神 殿 でお母 さん の身代 わ りの儀

式 を しよ う｣と 言 って くれ ました。 わ

た しは,必 ずバ プ テス マ を受 けて神殿

で儀 式 を して,自 分 が子 供 を持 つ よ う

にな った ときに 自分 の母 親 のす ば らし

さ を伝 えよ う と心 に強 く誓 い ま した。

父親への説得

わ た しの決心 は固 まっ てい ました が,

父親 の許 しが必 要 で した。 それ で もな

か なか言 い出 す勇気 が な く,タ イ ミン

グ をみて 父親 に話 そ うと して い ま した。

一度 勇気 を出 して話 を して みた もの の

｢宗 教 は怖 い もの な ん や ぞ。 そん な ん

入 らんで ええ｣と 言 われ るだ けで,な

か なか心 を開 い て は くれ ませ ん で した。

そ れか ら何度 か 支部 長 と宣教 師 が家 に

来 て くだ さった ので すが,父 親 は会 お

う とも して くれ ず困 ってい ましたが,

あ る と き,｢今 度 は,ち ゃ ん と会 って

くれ な くて は困 る｣と 頼 んだ ところ,

家 に来 て くれ た支部 長 さん と会 って く

れ て30分 ほ ど話 を しま した。 それ か ら

は,す ん な りバ プ テ スマ を許 可 して く

れ ました。 自分 で も信 じ られ ない くら

いで した。

晴 れて1989年9月17日 に三重 地 方部

四 日市支部 で バ プテ スマ を受 ける こ と

がで きま した。 その ころ教 会 の中 に友

達 もで きて い ま した ので 彼 らも出席 し,

わた しのバ プ テス マ を祝 福 して くれ ま

した 。今 で も鮮明 に覚 え てい ます。 あ

の 日わ た しは,こ の｢細 くて狭 い道｣

に入 り(1ニ ー フ ァイ8:20),し っ

か り と鉄 の棒 を握 り締 め,強 く進 んで

行 こう と決意 しま した。

伝道に出る決意

バ プテ スマ を受 け,教 会 員 としての
まんぱん

生 活 を順 風 満帆 に進 んで い ま した。 よ

く日曜 の集 会 の後,宣 教 師 と一 緒 に伝

道 してい ま した。 その 度 に｢西 藪兄 弟

わ た し の 証

はいい宣 教 師 になれ るよ｣と 言 われ ま

した。確 か に宣教 師 と働 くこ とは楽 し

か った ので すが,わ た しは2年 間,専

任 宣教 師 として伝 道 に出 る気 はあ りま

せ んで した 。 なぜ な ら,わ た し はその

ころ,高 校 を卒 業 し て か らプ ロ ボ ク

サ ー に な りた い とい う夢 が あ り,い ち

ばん油 の乗 り切 って い る時 期 に,2年

間空 け るの は難 しい話 で した 。

その ことで 数 日随分 悩 み ま した が,
せいさん

あ る安 息 日の聖餐 会 で,ど ん よ りした

雲が一 気 に晴 れ,光 が 振 り注 ぐよ うに

す っ き りし,｢伝 道 に 出 な き ゃい けな

い｣と い う よ り,｢伝 道 に 出た い,自

分 もそ んな経 験 を して みた い｣そ う強

く思 い ま した 。 教 会 外 の 人 か ら は分

か って もら えず,父 親 もどち らか と言

う と反対 で した 。 それ で も 自分 のや り

た い こ とを はっ き り伝 え ま した 。 そ し

て い つ も こう思 っ て い ま した 。｢こ の

10代 の純 粋 さを保 ち続 け,信 仰 を もっ

て頑 張 れ ば きっ と夢 はか な うさ。｣

大管長のサインに

宣教師の召しを実感

そ して1992年 の12月 に伝 道 の 申請 を

出 し,次 の年 の1月 半 ば ころに伝 道 の

召 しが来 ま した。 エ ズ ラ･タ フ ト･ベ

ン ソ ン大 管 長 のサ イ ン を見 た とき,

｢ぼ くに も召 しが 来 た んだ 。 主 の預 言

者 か ら。｣す ごい実感 が わ き ました。

3月5日 にJMTC(日 本 人 宣 教 師

訓連 セ ンター)に 入 り,東 京北 伝道 部

に召 され ました。 た とえ福 音 に反対 す

る声が あ って も,い つ も,わ た した ち

の伝 えて い る こ とは真 実 な んだ と信 じ

てい ました し,知 って い ました。 そ し

て 『モル モ ン書』 が この末 日 に生 きて

い るわた した ち に与 え られ た聖典 で あ

る こと,人 間 は何 で あ り,神 様 の前 で

どの よ うな存 在 なの か少 しずつ 分か っ

て きた ような気 が し ます 。 また,好 き

で は なか った家 族 の こ とも,し み じみ

思 うよ うにな りま した。

伝 道 中,JMTCを 含 め14人 の 同 僚

を神 様 か ら頂 いて一 人一 人 か ら様 々 な

こ とを学 び ま した 。 その ほか に もわ た

し を支 え導い て くだ さ った伝道 部長 や

会 員 の方 々,思 い出 す度 に胸 が い っぱ

い にな ります 。

95年2月 にわ た しの伝 道 は終わ りま

した 。 これか ら も,夢 を持 って生 きて

い くつ もりです。 いつ もこの聖句 を胸

に。｢だ か らあ なた が た は,わ た しの

名 に よって常 に父 に祈 らなけれ ば な ら

な い。与 え られ る と信 じて,わ た しの

名 に よって 父 に求 め る もの は,正 当で

あ れ ば,見 よ,何 で もあ なたが た に与

え られ る。｣(3ニ ー フ ァイ18:19-

20)(に しやぶ･ひ ろゆ き ス テー ク

宣教 師)

教会か ら遠 ざか った10年 の間 に

東京北ステーク中野ワード

落合里子

一夫の改宗を得て一

た しは10数 年 の間,教 会 か ら遠

わ ざか り,福 音 に従 って いれ ば得

られ る平安 や祝 福 を受 ける こ とな く過

ごしてい ました。

失望や落胆のときに

失望 や落 胆 が重 な り,祈 る こ とさえ

苦 痛 に感 じ られ る 日々が あ り,そ の試

練 を う ま く乗 り越 え る こ とが で きな

か った ことが きっか けだっ た よ うな気

が し ます 。落 胆 や失望 の と きほ どサ タ

ンが容 易 に付 け入 る とき はな く,｢悪
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外 れ る と,不 安 や失 望 を感 じて いた の

で す。 しか し変 わ るの は相 手 で は な く,

まず 自分 で あ る こ とに気 づ きま した 。

わ た しが福 音 を実践 し,優 しさや寛容

さ,忍 耐,愛 を身 に付 け る ことがで き

るよ うにな れ ば,こ の試練 は乗 り越 え

られ る とい う思 いが わ いて き ま した。

そして,そ うあ る よ うに努 力 を して み

ました。

夫の改宗に向けて

あ る日,わ た しが主 人 に一緒 に教会

に行 っ てほ しい と言 うと,主 人 は思 い

が けず｢い い よ,行 っ て み よ う｣と

言 って くれた の です。 この言葉 はほ ん

とうに うれ し く,さ らにわた しを勇気

づ け ました。 それ か ら何度 か一 緒 に教

会 に行 き,宣 教 師 か ら福音 を学 び始 め

ました。 もちろ ん主人 は,そ の間 も心

の迷 いや不 安 が あ り,投 げ出 しそ うな

とき もあ りま した が,宣 教 師 の方 はわ

た しが弱気 にな って いて も熱心 に積 極

的 に進 めて くだ さった の で,主 人 も毎

日少 しず つ 『モル モ ン書』 を読 み,バ

プテ スマ を受 ける こ とが で き ました。

わた しが再 び教 会 へ行 ける よ うにな っ

て2か 月半 ほ どた っ た ころの こ とで し

た。 それ は まるで 重 い荷 を積 んだ荷 車

の車輪 が1回 転 し始 め るの に大 変 な力

を要す るけれ ど,回 り始 め る と自然 に

進 ん で い く よ う に,決 心 す る と同

時 にす べての ことが回 り始 めた ようです 。

わ た しに とって10年 間 は不必 要 な回

り道 で あ り,石 ころだ らけの上 り坂 で

したが,神 様 は その苦 難 を多 くの こ と

を学 び,強 め る機会 に して くだ さい ま

した。 神様 の腕 はいつ もそ ばに あ る こ

とを知 りま した 。聖 典 の言 葉が 力 で あ

る こ とを知 りま した。天 父 と主 に感 謝

す る とと もに,温 か く迎 えて くだ さ っ

た監督 や兄 弟姉 妹 に感 謝 し,と もに歩

め るよ う努 力 して くれ た主人 に心 か ら

感 謝 して い ます 。(お ちあ い･さ と こ

扶助 協 会教 師)

わ た し の 証

神殿での礼拝からもたらされる祝福

一｢『 肉体が燃え尽きるほどに
,

わたしを愛で満た』してくださいました｣一

たけ ふ

福井地方部武生支部

池田正幸

きよ ささ

の 宮 居,聖 き を 主 に 捧 ぐ｣｢主
わ た しは,神 殿 参入 が大 好 き

で す。昨 年12月 の神殿 参 入 の とき,初

め て菊地 良彦 神殿 長 に お会 い し,帰 り

際 ロ ビーで お話 をす る機 会 に恵 まれ ま

した。｢こ れか らも神 殿 に度 々 来 る よ

う に｣と 励 まさ れ ま した 。 そ の と き

｢来 月 の初 め に来 ます
。 そ して 支部 の

兄 弟 姉妹 も連 れ て来 ます｣と 約束 し ま

した 。

誘い合って神殿へ

福 井 に帰 って早 々,支 部 の兄弟 姉妹

を翌 月の神 殿 参入 へ誘 い ましたが,正

月 とい う こ とで,な か なか行 く人 が い

ませ ん で した。｢正 月 だ し,仕 方 が な

い な｣と,自 分 に言 い聞 かせ ま した が,

ほん とうの ところ は,神 殿 長 に対 して

調 子 の良 い こ とを言 って しま った と,

少 々後 悔 しま した 。

毎 日,そ の こ とが気 が か りで,心 の

中で祈 りましたが,一 向 に行 く人 は現

れ ません で した。 しか し,神 殿 長 との

約 束 を果 たす た め,わ た し一人 で も神

殿 に行 こ う と決 心 しま した。 す る と信

じ られ ない こ とに,元 日に金沢 の兄 弟

か ら｢池 田兄弟,神 殿 にはい つ行 かれ

ます かP｣と い う電 話 が かか って きま

した 。｢今 月 の4日 に行 き ます｣と 告

げ ます と,｢わ た し も一 緒 に 連 れ て

行 って くだ さい｣と 言 っ て くれ ま した 。

そ して｢よ けれ ば ほ か の兄 弟 姉 妹 も

誘 っ てみ まし ょう｣と 言わ れ るの です 。

｢あ あ
,こ れ で神 殿 長,い や神 様 との

約束 が守 れ る｣と うれ し くな りま した。

神様 が こんな わた しで も気 に か けて く

だ さる とい う感 謝 の思 い で胸 が い っ ぱ

いで した。 そ してそ の月 は,5人 の兄

弟姉 妹 と ともに神殿 に参入 で き ました。

この出来 事 が,わ た しの｢月 に1度

は神 殿 に行 く｣と い う目標 の始 ま りで

した。 そ の後,わ た しも妻 も限定 の儀

式執 行 者 に召 され ま した。 その とき神

殿長 のお話 を聞 く機 会 に恵 まれ,中 で

も印 象 深 か った の は,神 殿 長 が イ エ
あかし み

ス･キ リス トを証 され る姿 で した 。御
たま

霊 を感 じる ま まに振 る舞 われ る その姿

に,わ た しは｢真 の イエ ス･キ リス ト

の証 人｣を 見 た思 いが し ました。 そ の

とき,神 殿 長 を通 じてわ た した ちに主

の愛 が 注が れ,胸 が熱 くな って,こ ら

え切 れ ず に大声 で泣 いて い ま した。 こ

れ もわ た しに とって特別 な霊的 経験 と

な りま した。

｢ほんとうにあなた様からの

ものか証 してください｣

また別 の 経験 です が,あ る日,支 部

の あ る会 員 につ い て御 霊 の 導 き を受 け

た ので す。 それ は最初,わ た し に とっ

て とん で もない こ との よ う に感 じ られ

たの で す。 とい うの は,彼 のお 父 さん

は,重 い病 気 で｢明 日は手術 の 日｣と

決 まっ てい たの です が,御 霊 が わた し

に｢彼 を明 日神 殿 に連 れ て来 る よ う

に｣と,は っ き り言 わ れた ので す。 数

日前 に支部 の神殿 参 入が あ った ので す

が,彼 はお 父 さんの手 術 前 の準備 な ど

で忙 し く行 くこ とが で き ませ ん で した。

わ た し は この ような初 め ての経 験 に

驚 き,思 い違 い を して い るので は ない

か と,何 度 も何 度 も考 え ま した。 しか

し,一 向 に その思 い は心 か ら消 え る ど

ころか一段 と強 くな るばか りで した。

挙 げ句 の果 てに,わ た しは思 わ ず心 の

中で神 様 に｢ほ ん と うにあ なた様 か ら
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新聞か5の 話題
● 『読 売新 聞』 に掲 載 され た東 京南 伝

道部 の専 任 宣教 師マ ッケ イ･ク リス テ

ンセ ン長 老(『 聖 徒 の 道 』 で は,旧95

年10月 号 ロー カ ル8頁 に 掲 載 し て い

る。)

『読売 新 聞』1996年2月10日 付 け

｢い
つ
か
N
O
M
O
と
対

決
し
た
い
｣
と
話
す
ク
リ

ス
テ
ン
セ
ン
さ
ん

(遊
び

相
手
を
務
め
る
東
京
･
三

鷹
市
の
西
児
童
館
で
)

<

○

米
大
り
ー
グ
の
野
球
チ
ー

ム
と
一
位
指
名
で
契
約
し
た

左
打
者
､
マ
ッ
ケ
イ
･
ク
リ

ス
テ
ン
セ
ン
選
手
(二
〇
)が
､

い
ま
東
京
で
キ
リ
ス
ト
教
の

布
教
活
動
を
し
て
い
る
。
信

仰
を
優
先
さ
せ
た
結
果
､
↓

度
も
練
習
に
参
加
し
な
い
ま

ま
二
年
前
に
来
日
し
､
野
球

と
無
縁
の
宣
教
師
生
活
を
送

っ
て
き
た
。
だ
が
､
現
在
も

身
分
は
れ
っ
き
と
し
た
プ
ロ

選
手
。
六
月
に
は
帰
国
し
て

野
球
に
復
帰
す
る
が

｢N
O

M
O

(野
茂
英
雄
投
手
)
と

同
じ
新
人
王
に
な
り
た
い
｣

と
夢
は
膨
ら
ん
で
い
る
Q

⑭

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
さ
ん
は
､

優
秀
野
球
選
手
に
も
選
ば
れ

ス
が

一
位
指
名
。
.ク
リ
ス
テ

身
長
一
気

○
､体
重
八
+
詩
。
約

た
ほ
か
､
高
校
ス
ポ
↓

界

ン
セ
ン
さ
ん
は
､
契
約
金
七

カ
リ
フ
。
ル
ニ
ア
州
フ
レ
ス
ノ

契

の
ス
タ
ー
と
し
て
､
フ
。
ト
ボ

+
七
万
五
千
丈

約
八
千
二

郊
外
の
ク
ロ
ー
ビ
ス
西
高
校
で

一
｣

ー
ル
で
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
ッ
ク

百
万
円
)
で
入
団
契
約
を
結
ん

野蠣
儲
舞
机轟

義
欝
り賜
駄
罪
謡
袈

算
の
盗
塁
王
も
獲
得
し
た
。
雑

当
廻

六
月
の
ド
ラ
フ
ト
で
､
同
州
の

ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校

誌
の
全
米
高
馨

球
チ
ー
ム
の

伝

ア
メ
リ
カ
ン
･
早

グ
球
団
､

(U
C
L
A
)
な
ど
+
以
上
の

メ
ン
バ
ー
や
同
州
の
年
間
最

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
･
エ
ン
ゼ
ル

大
学
が
奨
学
生
と
し
て
声
を
か

六
リ
ー
グ
司
位
指
名

東
京
で
宣
教
師
活
動

灘

搬 …
･･雛

鱗

鑛

譲

鱗
難
,

灘

㎞､博

は｢新人王 め ざす､

鶴

謙

鰐

鋸

復

の時か
馨

仰は
嚢

掛
け
た
。そ
ん
な
騒
ぎ
の
中
で
､

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
さ
ん
は
全
部

で
二
十
八
の
大
り
ー
グ
球
団
に

手
紙
を
書
い
た
。

〈
ド
ラ
フ
ト
の
意
向
は
あ
り

が
た
い
が
､
僕
は
二
年
間
､
伝

は
､
ユ
タ
州
に
本
部
が
あ
る
末

日
聖
徒
イ
エ
ス

･
キ
リ
ス
ト
教

会

(モ
ル
モ
ン
教
)
の
信
者
。

同
宗
派
で
は
熱
心
な
信
者
は
若

い
こ
ろ
に
宣
教
活
動
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
､
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン

さ
ん
の
兄
(三
ハ)や
姉
(二
三
)も
布

教
に
出
て
い
る
。

謄翻繍 癬 轍 撫鹸癖 蜘 勲 騙紬 湘

野球ファンのために米国で作られたク
リステンセンさんのルーキ ーカー ド

い
が
､
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
さ
ん

｢高
校

一
年
の
時
､
左
ひ
ざ

後

の
･
ん
帯
を
痛
め
､手
術
･
た
。
は

｢･
て
も
充
実
･
て
い
る
｣

医
者
は
運
動
が
で
き
な
く
な
る

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

帰
か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
た
。
そ

6月 に
く
な
り
､
ス
ポ
ー
ツ
で
も
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
｣

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
さ
ん
も
手

紙
に
書
い
た
通
り
､
卒
業
直
後

の
同
年
九
月
に
来
日
し
､
東
京

･
武
蔵
野
市
の
同
教
会
日
本
東

　

籠
藩
壌
巌

鯨欝
鞭朧雛
擁
鎌
羅
誠

エ
ン
ゼ
ル
ス
は
そ
れ
で
豊

が

時
半
に
寝
る
ま
で
各
譲

を
回

だ
。
た
と
い
い
､
ダ
ン
.
エ
バ

位
で
指
名
㏄
た
のだ
と
い
蒐

日

灘

需
誰

擁

『
ン
ズ
編
成
部
長
は
､

｢彼
は
い

ず
れ
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー

ク
･
ス
テ
･
セ
･
さ
ん
蒙

毎

本
語
は
手
帳
に
喜

留
め
る
･

ヤ
主

し
て
球
団
に
欠
か
せ
な

｢

と
も
忘
れ
な
い
。
伝
道
部
長
の

助
手
と
し
て
は
百
十
七
人
い
る

宣
教
師
た
ち
と
の
連
絡
役
を
務

め
る
。

児
童
館
で
子
供
た
ち
の
遊
び

相
手
に
な
っ
た
り
､
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
英
会
話
を
教
え
た
り
も

す
る
。
野
球
を
す
る
時
間
も
な

議難灘繋難灘羅灘懸馨

○

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
さ
ん
の
所

属
球
団
は
昨
年
七
月
､
エ
ン
ゼ

ル
ス
か
ら
同
じ
リ
ー
グ
の
シ
カ

ゴ

･
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ッ
ク
ス
に
変

わ

っ
た
。
隻
腕
の
投
手
と
し
て

有
名
な
ジ
ム

･
ア
ボ
ッ
ト
選
手

.

ら
と
の
ト
レ
ー
ド
が
成
立
し
た

く
な
る
｣
と
期
待
す
る
。

｢二
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き

い
が
､
言
葉
で
言
い
尽
く
せ
な

い
宣
教
師
の
経
験
は
､
野
球
で

も
生
き
る
は
ず
｣
と
ク
リ
ス
テ

ン
セ
ン
さ
ん
Q
帰
国
後
は
､
マ

イ
ナ
ー
リ
ー
グ
か
ら
プ
ロ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
。

鋤心

7鈷
卯

嚢

錫
難難欝i蕪難毒暴蕪馨

聖徒 の道/1996年4月 号

14






	表紙
	目次
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　聖霊の賜、正しい羅針盤　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ・E・ﾌｧｳｽﾄ
	新しい命、主の賜物
	生ける預言者の言葉
	復活
	神の面影を受ける
	この場所を忘れないように
	家庭訪問ﾒｯｾｰｼﾞ　日ごとの食物
	ﾍﾝﾘｰ・B・ｱｲﾘﾝｸﾞ長老
	オランダに咲く花
	奉仕の機会を見つける
	木彫りのナイフ
	賛美歌がもたらした希望
	地には平和を
	ﾁｬｰﾁﾆｭｰｽ



